
日野市の人口

濠世帯薮は外国人世帯を除く

「
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」

の
実
施
に
合
わ
せ
て
、
日
野
市
、

日
野
警
察
署
及
ぴ
日
野
交
通
安
全

協
会
で
は
、
交
通
安
全
市
民
の
集

い
を
開
催
し
ま
す
。

秋
の
交
通
安
全
市
民
の
集
い
J

-

2

0

日
に
市
民
会
館
で
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重点頂目は、①高齢者の交通事故防止

②若者による二輪車の交通事故防止

Rシートベルトの着用の徹底です。

（日野警察署）

口
座
振
替
と
は
、
納
税
者
の
方

に
代
わ
っ
て
金
融
機
関
が
指
定
さ

れ
た
口
座
か
ら
納
期
限
日
に
税
金

を
自
動
的
に
振
り
替
え
て
納
付
す

る
制
度
で
す
。
一
度
手
続
き
を
す

れ
ば
、
毎
年
、
継
続
し
て
振
り
替
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
口
座
振
替

を
t
J
利
用
い
た
だ
き
ま
す
と
、
納

税
を
忘
れ
た
り
、
忙
し
く
て
納
税

で
き
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
が
な

く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
納
期
t
J

と
に

金
融
機
関
や
市
役
所
へ
行
く
必
要

も
な
く
、
納
税
通
知
書
の
紛
失
等

に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
も
防
げ
ま
す
。

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
便
利
な
口

ー
ロ
座
振
替
の
で
き
る
口
座
一

座
振
替
の
ご
利
用
を
ご
検
討
く
だ

さ
い
。

口
座
振
替
の
で
き
る
口
座
は
、

一
口
座
振
替
の
で
き
る
市
税
一
次
の
4
種
類
で
す
。

口
座
振
替
の
で
き
る
市
税
は
、
①
普
通
預
金
口
座

次
の
4
税

目

で

す

。

②

当

座

預

金

口

座

①
個
人
の
市
民
税
・
都
民
税
（
普
③
納
税
準
備
預
金
口
座

通

徴

収

）

④

郵

便

貯

金

口

座

②
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

[
]
i
5
こ
5

因ー一

③
軽
自
動
車
税

④

国

民

健

康

保

険

税

申

込

書

は

、

金

融

機

関

の

窓

口

令
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↓
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※
当
日
、
直
接
会
場
へ
お
出
掛
け

く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
先
11
日
野
警
察
署
交
通

課

(
6
8
6
.
0
1
1
0
)
／
市
管
理

課
6
内
線
336

田
中
元
康
く
ん
（
た
な
か
・

も
と
や
す
。
平
成
8
年
9
月

1

日
午
前
1
1
時

22
分
生
ま
れ
。

父
・
貢
一
良
さ
ん
、
母
・
寿
子

さ
ん
。
平
山
2
の
12
の
12)

交
通
事
故
の
な
い
、
安
全
で
快

適
な
交
通
社
会
の
実
現
の
た
め

に、

t
J
家
族
、
友
人
同
士
で
t
J
参

加
く
だ
さ
い
。

今
回
は
、
式
典
の
ほ
か
、
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
交
通
安
全
映

画
の
上
映
、
歌
謡
シ
ョ
ー
を
公
演

し
ま
す
。

▽
日
時
1
1
9
月
2
0
日

g
午
後
2
時

S
4
時

▽
会
場
11市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

▽
内
容
11式
典
、
歌
謡
シ
ョ
ー
の

公
演
（
藤
原
浩
・
写
真
）
ほ
か

▽
定
員
1
1
1
千
100
人

-

「
敬
老
の
日
」
を
前
に
、
⑯
歳

一
以
上
の
高
齢
の
方
々
を
市
長
ほ

]
か
が
お
祝
い
訪
問
し
ま
し
た
。

一

こ
と
し
市
長
が
訪
問
し
た
の

[
は
程
久
保
に
お
住
ま
い
の
伊
豆

癖t器袋線侮総妥

長
寿
を
お
祝
い
し
ま
し
ょ
う

き
ょ
う
は
「
敏
老

0
8」

（
市
内
の
金
融
機
関
の
み
）
に
あ

り
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
①
預
貯
金
に
使
用
さ
れ

た
印
鑑
②
預
貯
金
に
使
用
さ
れ

た
通
帳
③
納
税
通
知
書
を
添
ぇ

て
、
金
融
機
関
の
窓
口
へ
お
申
し

き
ょ
う
は
「
敬
老
の
日
」
で
す
。
に
受
け
入
れ
、
高
齢
者
が
誇
り
を

多
年
に
わ
た
り
社
会
に
尽
く
さ
れ
持
っ
て
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
豊

て
き
た
高
齢
者
を
敬
愛
し
、
長
寿
か
な
地
域
社
会
を
目
担
し
て
い
ま

を

祝

う

日

で

す

。

す

。

市

民

の

皆

さ

ん

で

協

力

し

て

市
で
は
、
高
齢
社
会
を
積
極
的
い
き
ま
し
ょ
う
。

.••••
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市長が高齢者をお祝い訪問

野
フ
キ
さ
ん
（
写
真
）
。
明
治
2
8
年

生
ま
れ
、

10
月
に
満
102
歳
を
お
迎

え
で
す
。
腰
を
痛
め
ら
れ
て
ベ
ッ

ド
の
上
で
の
生
活
が
長
い
の
で
す

が
、
健
康
で
お
過
さ
し
で
す
。

込
み
を
（
申
込
書
が
な
い
場
合
に

は
、
市
役
所
納
税
課
へ

f

J

連
絡
い

た
だ
け
れ
ば
お
送
り
し
ま
す
）
。

な
お
、
金
融
機
関
に
て
口
座
振

替
の
申
し
込
み
を
さ
れ
ま
す
と
、

後
日
、
市
役
所
担
当
課
か
ら
「
ロ

座
振
替
開
始
の
お
知
ら
せ
」
を
お

送
り
し
ま
す
。

口
座
振
替
の
開
始
は
、
申
し
込

み
の
2
カ
月
後
の
納
期
分
か
ら
と

な
り
ま
す
。

•••••••••••••••••••••••••••••••.• 
以
上
▽
問
合
せ
先
11個
人
の
市

民
税
．
都
民
税
（
普
通
徴
収
）
、
回

定
資
産
税
．
都
市
計
画
税
、
軽
自

動
車
税
に
つ
い
て
は
納
税
課
6
内

線
131
／
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い

て
は
保
険
年
金
課
6
内
線
254

本
紙
9
月
1
日
号
1
面
「
敬
老

の
日
に
浴
場
を
無
料
開
放
」
の
記

事
の
中
で
、
百
草
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ

ー
の
開
放
時
間
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。
正
し
く
は
午
後
5
時
ま
で

で
す
。
訂
正
し
て
お
わ
ぴ
し
ま
す
。

現
役
時
代
、
教
員
を
さ
れ
て
い

た
伊
豆
野
さ
ん
は
、
白
寿
を
迎
え

た
時
に
童
話

『た
ぬ
き
玉
j

を
創

作
、
絵
本
に
し
ま
し
た
。
挿
絵
や

英
語
訳
、
オ
ラ
ン
ダ
語
訳
を
お
孫

さ
ん
夫
婦
が
行
い
、
伊
豆
野
さ
ん

の
宝
物
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
お
元
気
で
。

◇
 

「
た
ぬ
き
き
の
あ
ら
す
じ

毎
日
ふ
か
し
芋
を
売
っ
て
暮
ら

し
て
い
た
擾
し
い
お
ば
あ
さ
ん
の

所
に
、
男
の
子
に
化
け
た
子
タ
ヌ

キ
が
芋
を
買
い
に
き
ま
し
た
。
お

ば
あ
さ
ん
は
、
後
で
木
の
葉
に
な

る
タ
ヌ
キ
の
お
金
と
承
知
で
芋
を

売
っ
て
あ
げ
ま
し
た
。
聞
け
ば
親

タ
ヌ
キ
が
病
気
で
ひ
も
じ
い
思
い

を
し
て
い
た
と
の
こ
と
。
後
で
親

タ
ヌ
キ
は
、
痛
い
所
を
な
で
る
と

何
で
も
治
る
と
い
う
「
た
ぬ
き
玉
」

を
手
渡
し
、
感
謝
し
た
の
で
し
た
。

「
浴
場
を
無
料
開
放
」

記

事

の

訂

正

必頃臨頷薔如必

口座振替の流れ

市役所

納税通知書の
発送

1,I
 

取り扱い金融機関 （全国の本・支店が対象）

東京三菱銀行 あさひ銀行東京都民銀行富士

銀行東京相和銀行三菱信託銀行振興信用組

合八王子信用金庫東京南農業協同組合 さく

ら銀行三和銀行多摩中央信用金庫東海銀行

三井信託銀行住友銀行北海道拓殖銀行第一

勧業銀行中央信託銀行商工組合中央金庫西

武信用金庫 山梨中央銀行東日本銀行同栄信

用 金 庫 大 和 銀 行 住 友 信 託 銀 行 八 千 代 銀 行

東京労働金庫郵便局
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F

て
逃
げ
ま
し
た
が
、
畑
で
え
ん
ど
う
の
蔓
一

⑤
 

喜
~

昌

喜：細

に
足
を
と
ら
れ
て
転
ん
だ
と
こ
ろ
を
取
り
一

]

゜

｀

―
》

~
押
さ
え
ら
れ
、
松
の
木
に
縛
り
付
け
ら
れ
一

貰

[[冒叫

塚
の
名
を
そ
う
呼
ん
だ
と
い
う
説
も
あ
り
呻

ま
す
。

一

和

泉

塚

皿
江
戸
時
代
の
こ
と
、
豊
田
村
と
川
辺
堀
現
在
は
、
交
差
点
名
（
泉
塚
）
と
し
て
一

一

之

内

村

で

は

村

境

に

つ

い

て

の

争

い

が

あ

残

っ

て

い

ま

す

。

皿

[
り
ま
し
た
。
こ
の
争
い
は
3
年
間
も
続
い

一
た
の
で
、
豊
田
村
代
表
の
枇
恥
と
い
う
人

攣箋

一
は
、
神
主
に
仲
裁
を
頼
み
ま
し
た
。

疇
誓
臼尉

．巡

一
そ
の
時
和
泉
は
「
元
は
境
界
に
く
い
が

言

/

9

}膚
疇
・

一
あ
っ
た
が
火
事
で
焼
け
て
し
ま
っ
た
と
い

了
言
い
伝
え
が
あ
る
。
掘
っ
て
見
た
ら
何

□瓢
□疇
疇
え

fl

忍
ざ

一
か
出
て
く
る
か
も
知
れ
な
い
」
と
言
い
ま

轟

疇

冑

冒
疇

．．
 嵌

-
し
た
。
そ
こ
で
掘
っ
て
み
る
と
木
炭
が
出

疇分
2

裟

[
て
き
た
の
で
、
川
辺
堀
之
内
村
分
に
か
な

ぃ

呻
り
食
い
こ
ん
だ
形
で
境
界
が
決
ま
り
ま

順

一
し
た
。
し
か
し
こ
れ
は
和
泉
が
一
計
を
案

ご
、
木
炭
を
後
か
ら
埋
め
た
も
の
で
し
た
。

一
川
辺
堀
之
内
村
の
人
々
は
激
怒
し
、
豊

►
泉
塚
交
差
点

一
田
村
に
押
し
か
け
ま
し
た
。
和
泉
は
慌
て
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-
F
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す
る
市
政
を
目
指
し
、
市
長
が
皆
さ
ん
と
[

の
直
接
の
ふ
れ
あ
い
の
中
か
ら
、
意
見
・
要
皿

一
あ
な
た
の
地
域
に

皿

の

出

向

き

ま

す

望
等
を
酌
み
上
げ
て
行
く
も
の
で
す
。
一

月-
;
5)市
長
相
談
第

1
回
目
は
、

10
月
24
日
面
に
三
沢
東
一

地
区
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。
詳
細
は
本
皿

叫

10
月

か

ら

新

た

に

、

地

域

に

出

向

い

て

紙

次

号

に

掲

載

し

ま

す

。

呻

（
広
報
課
市
民
相
談
担
当
）
一

-
「
市
長
相
談
」
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
は
行
動

J=-＝l=＝-＝-＝＝＝＝＝-＝＝＝＝＝-＝＝＝＝＝＝=＝＝＝-＝
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「
く
ら
し
と
行
政
」
総
合
市
民
相
談

10月
9
8

東
部
会
館
を
会
場
に
一

1
1
0
月
12
日
向
か
ら
18
日
田
ま
で
の
行
政
▽
会
場
ー
東
部
会
館

一
相
談
週
間
に
伴
い
、
市
で
は
「
く
ら
し
と
▽
内
容
11
市
政
、
行
政
、
人
権
身
の
上
、
一

一
行
政
」
総
合
市
民
相
談
を
開
催
し
ま
す
。
交
通
事
故
、
労
働
、
法
律
、
登
記
、
税
務
一

一
行
政
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
、
毎
日
の
暮
な
ど
の
相
談

一
ら
し
の
中
で
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
※
法
律
、
登
記
、
税
務
の
相
談
は
予
約
制
一

皿
し
た
ら
、
こ
の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

(10
月
6
日
⑲
午
前
8
時
30
分
か
ら
電
話
圃

一
▽
日
時
1110
月
9
日
困
午
後
1
時
30
分
で
受
け
付
け
）
。

I
I
S
3
時
30
分
（
受
け
付
け
は
午
後
2
時
30

▽
予
約
・
問
合
せ
先
11
広
報
課
市
民
相
談
一

一

分

ま

で

）

担

当

(
6
8
5
.
2
0
0
0
)

g=＝＝＝＝＝＝＝-＝＝-＝-＝＝―-＝-＝=＝＝＝＝＝-――-＝＝=＝＝＝-＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＿＝＝＝＝＝＝=＝=＝＝＝＝＝＝＝＝―-＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝==＝＝＝＝――-l-＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝=-＝-＝＝＝-＝＝＝＝-＝=-＝=＝＝
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1997年（平成9年）9月15日
第927号

て^°‘
(2) 

市役所
f-t表電話

云 85-1111

国
民
年
金
保
険
料
の
納
入
が

困
難
な
と
き
は
免
除
申
請
を

国
民
年
金
の
老
齢
基
礎
年
金
こ
と
が
ど
う
し
て
も
で
き
な
い
場

は
、
保
険
料
を
納
め
た
年
数
と
保
合
に
は
、
申
請
に
よ
り
納
入
が
免

険
料
の
納
入
を
免
除
さ
れ
た
年
数
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
免

の
合
計
が

25
年
に
満
た
な
い
と
、
除
の
審
査
は
、
そ
の
世
帯
の
平
成

65
歳
に
な
っ
て
も
原
則
と
し
て
受

8
年
中
の
合
計
所
得
を
も
と
に
行

給
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
保
険
い
ま
す
（
学
生
と

一
般
の
方
で
は

料
の
末
納
が
あ
る
と
、
万

一
の
と

審
査
の
基
準
が
異
な
り
ま
す
）
。

き
に
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
保
険
料
の
納
入
に
困
っ
て
い
る

年
金
の
受
給
が
で
き
な
い
こ
と
が
方
は
、
決
し
て
そ
の
ま
ま
放
置
し

あ
り
ま
す
。

な
い
で
、
免
除
の
申
請
に
つ
い
て

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
る
気
軽
に
こ
相
談
く
だ
さ
い
。

r
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9

令
ー

、

♦

ー

、

｀
；
；

‘
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ヽ
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ヽ
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・
・
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ヽ
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ヽ
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ヽ
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；
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；
；
ー

、

，
；
；
；

9

9

ー

、

り

‘
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-
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一
日
野
市
産
業
ま
つ
り
の
新
選

▽
費
用

1
1
3千
500
円
（
昼
食
、
一

i

組

パ

レ

ー

ド

に

、

隊

士

と

し

て

ド

集

衣

装

、

着

付

け

、

写

真

代

ほ

か

）

i

▽
申
込
み

1
1
9月
30
日
因
（
必
一

一

募

着

）

ま

で

に

ハ

ガ

キ

で

。

住

所

、

一

一

参

加

し

て

い

た

だ

け

る

方

を

募

一

一
集
し
ま
す
。

氏
名
、
年
齢
性
別
、
身
長
、
一

±
 

-

l

l

レ

泉

-
▽
日
時
1111
月
9
日
回
午
前

10

S̀午
後
4

時

※

小

雨

実

選

パ

電
話
番
号
を
記
入
し
て
、
日
野
一

｀

市

観

光

協

会

(

〒

191
神
明
1
の

-

i

▽
対
象
1116
歳
以
上
の
男
女
15

新

し

隊

立

の

1
日
野
市
役
所
産
業
振
興
i

一

人

（

申

込

多

数

の

場

合

は

抽

選

）

課

内

6
市
役
所
内
線
204)
ヘ

一

一

L
り
ヽ
り
§
り
ヽ
り
9
9
烏
り
9ヽ
9
り
9
り
會
り
9ヽ
9
り
ヽ
令
9
り
鼻
り
9
9
會
9
ヽ
り
9
り
會
9

9ヽ
ヽ
り
ヽ
り
ヽ
り
9
り
ヽ
ヽ
ヽ
り
會
り
ヽ
り
ヽ
；
ヽ
；
鳥
り
ヽ
り
｀
；
｀
り
髯
§

所得制限額表
（平成9年10月～平成10年9月の医療証分）

327.8万円

10月1日から切り替わります

ゞ`一
．．
 

ぶ．
．，`

証―療、医．
9日
し
〗
い

..5-IJ-．．ーベ
幼
[.‘
 •• 

ベ亨ーし

点
E
子

4
.

唸翌．心西
・1ぶ
恕
稔

179.6万円 357.8万円

209.6万円 387.8万円

239.6万円 417.8方円

269.6万円 447.8万円

乳
幼
児
医
療
証
は
、
保
険
診
療

分
の
医
療
費
が
無
料
に
な
る
も
の

で、

3
歳
末
満
の
お
子
さ
ん
を
対

象
と
し
、

3
歳
に
達
し
た
月
の
末

日
ま
で
使
え
ま
す

(
1
日
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
は
前
月
末
日
ま
で
）
。

た
だ
し
、

1
歳
・

2
歳
児
（
平

成
6
年

10月
2
日
以
降
生
ま
れ
）

の
お
子
さ
ん
の
医
療
証
発
行
に

は
、
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
（
別

表
）
。
今
回
の
乳
幼
児
医
療
証
は
、

平
成
8
年
中
の
所
得
で
判
断
し
ま

す
の
で
、
今
ま
で
対
象
と
な
ら
な

か
っ
た
方
も
、
所
得
を
確
認
し
て

9
月
中
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

市
で
は
、
こ
と
し
1
月
2
日
以

降
に
新
築
ま
た
は
増
築
し
た
家
屋

に
つ
い
て
、
平
成

10年
度
か
ら
の

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
評

な
お
、
申
請
に
必
要
な
書
類

は

タ

タ

宰

[

川

道

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

申
請
者
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の

で
、
必
ず
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

多
摩
川
中
流
部
地
域
の
末
来
像

▽
申
請
・
問
合
せ
先
11
保

険

年

金

を

、

橋

や

道

路

整

備

の

あ

り

方

、

課
6
内
線
257

環
境
と
の
調
和
、
住
民
参
加
の
問

‘̀ 

部
・
外
部
の
材
質
と
な
り
ま
す
の

で
、
家
屋
の
図
面
や
仕
上
げ
表
な

ど
を
t
J
用
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
家
屋
を
取
り
壊
し
た
と

き
は
、
資
産
税
課
へ
こ
連
絡
く
だ

さ
い
。
皆
さ
ん
の
こ
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

▽
問
合
せ
先

11資
産
税
課
6
内
線

124S127 

社会保険料相当額（全員一律） 8万円

価
額
算
定
の
た
め
に
、
現
在
、
家

屋
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

調
査
対
象
と
な
る
家
屋
の
所
有

者
に
は
、
事
前
に
連
絡
を
し
て
市

の
職
員
が
お
伺
い
し
ま
す
。
調
査

内
容
は
、
床
面
積
や
建
物
の
内

就
業
構
造

基
本
調
査
に

ご
協
力
を

就
業
構
造
基
本
調
査
は
、
国
や

地
方
の
就
業
構
造
を
明
ら
か
に

し
、
経
済
計
画
、
雇
用
対
策
や
福

祉
政
策
等
の
基
礎
資
料
を
作
る
た

家
屋
調
査
に
ご
協
力
を

麟綴
身体障害者

精神薄弱者

戦傷病者（特別項症～第 6項症）
第 1款症～第 5款症

原爆被爆者

生活保護世帯

児童扶養手当受給世帯

め
に
一
般
世
帯
を
対
象
に
実
施
さ

れ
る
も
の
で
す
。

10月
1
日
因
を
期
日
と
し
て
実

施
さ
れ
、
対
象
と
な
る
世
帯
に
は

9
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
伺
い
ま

す
の
で
、
こ
協
力
を
お
願
い
し
ま

す。▽
問
合
せ
先
11
企
画
課
6
内
線
似

困す
S ° 10 法まもる
7 ―~月

四習日
日法 1 心が築くよい社会

行逼翌 10月I8は
事 間 ぅ

も酎男 「法の8」
て 月日

次日で
1 ←無料法律相談実施

の
と
お
り
無
料
法
律
相
談
が
行
わ

れ
ま
す
。

▽
日
時

1110月
13
日
⑲
午
後
1
時

S
5時
（
受
け
付
け
は
4
時
ま
で
）

▽
会
場

11
八
王
子
市
学
園
都
市
セ

ン
タ
ー
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ホ
ー
ル

▽
相
談
員
11
東
京
三
弁
護
士
会
所

属
の
弁
護
士

▽
問
合
せ
先

11東
京
弁
護
士
会
総

務
広
報
課

(
6
0
3
.
3
5
8
1
.

2
2
0
4
)
 

少
年
相
談

日
時

1
1
9
月
26
日
画
S
2
8
日

午
前

10時
S
午
後
5
時

会
場
11
西
武
百
貨
店
渋
谷
店

館
2
階

内
容

11お
子
さ
ん
に
関
す
る
▽
問
合
せ
先

11警
視
庁
少
年
第

一＝
 

談
全
般
（
薬
物
乱
用
、
い
じ
一
課
少
年
相
談
係

(
6
0
3
.
3

-

、
盗
み
、
暴
力
を
振
る
う
ほ

5

8

1

.

4

3

2

1

)
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1

,
一

老人控除対象配偶者・老人扶養控除
(I人に付き）

普通障害・寡婦・寡夫・勤労学生控除

6万円

27万円

特別寡婦•特別障害者控除 35万円

雑損、医療賞、小規模企業等共済掛金 控除相当額

必要な証明書類
珈ー． ．．．順疇［

身体障害者手帳

愛の手帳

戦病者手帳

翡;B翡翻t定書または

保護開始決定通知書

児童扶養手当証明

な
お
、
既
に
現
況
届
を
提
出
し

て
い
る
方
は
新
た
に
申
請
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
況
届
の
審

査
後
、
該
当
者
に
医
療
証
を

10月

1
日
困
ま
で
に
郵
送
し
ま
す
（
該

当
し
な
か
っ
た
方
に
は
資
格
消
滅

通
知
を

10
月
上
旬
ま
で
に
）
。

▽
申
請
に
必
要
な
も
の
11①
印
鑑

②
お
子
さ
ん
の
名
前
が
記
載
さ
れ

た
健
康
保
険
証
③
厚
生
・
共
済

年
金
加
入
者
は
年
金
加
入
証
明
書

（
公
務
員
の
方
を
除
く
）
④
平
成

9
年
度
住
民
税
課
税
証
明
書

(
9

月
末
ま
で
の
医
療
証
を
申
請
の
方

は
平
成
8
年
度
課
税
証
明
書
）

▽
問
合
せ
先

11児
童
憚
祉
課
6
内

線
245都

営
交
通
無
料
乗
車
券
が
、

10

月
1
日
困
に
更
新
さ
れ
ま
す
。
有

効
期
限
が
平
成
9
年
9
月
30日
g

ま
で
の
乗
車
券
を
お
持
ち
の
方

は、

9
月
18
日
困
以
降
に
、
市
役

精
神
薄
弱
者
更
生
施
設
「
と
ぶ

き
育
成
園
」
（
八
王
子
市
戸
吹
町
）

へ
の
入
所
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

9
月
22
日
卸
ま
で
に
こ
連
絡
く
だ

さ
い
。

▽
対
象
11
愛
の
手
帳
を
持
っ
て
い

る
男
性

▽
定
員

1
1
1
人
※
希
望
者
多
数
の

場
合
は
選
考
し
ま
す

▽
問
合
せ
・
連
絡
先
11
社
会
福
祉

課
6
内
線
229

所
2
階
社
会
福
祉
課
で
更
新
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
18
日

11日
野
市
都
市
計
画
審
議

ま
た
、
新
規
の
手
続
き
も
受
け
会
（
庁
内
会
議
室
）
、
東
京
都
四
市

付
け
ま
す
の
で
、
手
続
き
を
希
望
競
艇
事
業
組
合
臨
時
理
事
会
、
東

さ
れ
る
方
（
シ
ル
バ
ー
パ
ス
所
持
京
都
市
長
会
厚
生
部
会
（
東
京
自

者
は
除
く
）
は
、
こ
の
機
会
に
手
治
会
館
）
、
日
野
市
営
住
宅
管
理
審

続

き

を

し

て

く

だ

さ

い

。

議

会

（

庁

内

会

議

室

）

に

出

席
▽

▽
手
続
き
に
必
要
な
も
の

11写
真

19
日

1
1
J
R
東
日
本
東
京
地
域
本

1
枚
（
縦
4
五
ン
X
横
3
[
ン
)
、
印
鑑
、
社
（
北
区
）
を
訪
問
▽

21
日
11
日

証
明
書
類
（
別
表
参
照
）
、
更
新
の
野
市
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

ぁ
し
さ
つ

場

合

は

旧

乗

車

券

（

庁

内

会

議

室

）

に

挨

拶

▽
22
日

▽
問
合
せ
先

11社
会
福
祉
課
6
内

11東
京
都
市
長
会
議
・
部
会
合
同

線
229

研
修
会
（
箱
根
町
）
に
出
席
▽
24

．
 

題
を
含
め
て
話
し
合
い
ま
す
。

▽
日
時

1110月
16
日
困
午
後
1
時

S
4
時

▽
会
場

11関
戸
公
民
館
（
多
摩
市
）

▽
内
容
11
講
演
（
山
村
レ
イ
コ

氏
）
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

▽
パ
ネ
リ
ス
ト

11
山
本
弘
文
氏

（
法
政
大
学
名
誉
教
授
）
、
隈
研
吾

氏
（
建
築
家
）
ほ
か

▽
申
込
み

1
1
9月
30
日

g
ま
で
に

多
摩
川
・
道
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
実
行

委
員
会

(
6
0
3
.
3
5
8
6
.
5

1
7
1
)

へ

． 

1
8
H
か
ら
受
け
付
け

都
営
交
通
無
料
乗
車
券

旦

精
神
薄
弱
者
更
生
施
設

入
所
希
望
の
方
は
連
絡
を

日
11
日
野
市
総
合
防
災
訓
練
（
旭

が
丘
小
）
を
実
施
▽
25
日
11東
京

都
三
多
摩
地
域
廃
棄
物
広
域
処
分

組
合
理
事
会
に
お
け
る
谷
戸
沢
処

分
場
及
ぴ
ニ
ツ
塚
処
分
場
（
日
の

出
町
）
を
視
察
、
日
野
消
防
署
長

歓
送
迎
会
（
市
内
）
に
挨
拶
▽

26

日
11
日
野
市
地
域
保
健
協
議
会

（
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
）
に
出

席
▽

27
日

11市
内
の
長
寿
者
を
お

祝
い
訪
問
、
多
摩
川
架
橋
及
ぴ
関

連
道
路
整
備
に
関
す
る
要
請
行
動

（
東
京
都
、
建
設
省
、
関
東
地
方

建
設
局
）

▽
28
日
11
定
例
記
者
会

見
（
庁
内
会
議
室
）
、
高
幡
不
動
盆

踊
り
コ
ン
ク
ー
ル
（
同
不
動
尊
）

に
審
査
員
▽
29
日

11建
設
省
及
ぴ

建
設
省
関
東
地
方
建
設
局
（
千
代

田
区
）
を
訪
問

▽
31
日
11
東
京

都
・
立
川
市
合
同
総
合
防
災
訓
練

（
立
川
広
域
防
災
基
地
隣
接
地
）

を
視
察



(3) 亡翌‘ ~<l\ 1997年；□成ごこ9月15日

市役所
ィt表電話

云 85-1111

神

経

系

難

病

検

診

▽
日
時

1110月
29
日
困
午
後
1
時

30
分
S

3
時
30
分

▽
会
場

11生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
内
容

11専
門
医
に
よ
る
検
診
と

療
養
相
談

▽
対
象

11次
の
よ
う
な
症
状
の
方

南多摩保健所

からお知らせ
[>申込み・問合せ先

＝南多摩保健所

（合0423·71•7661)

三
種
混
合
、
麻
し
ん
（
は
し
か
）
、

風
し
ん
、
日
本
脳
炎
の
個
別
予
防

接
種
を
行
っ
て
い
ま
す
。
予
防
接

種
が
済
ん
で
い
な
い
お
子
さ
ん

は
、
す
す
ん
で
受
け
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

平
成
9
年
度
の
狂
犬
病
予
防
注

犬
の
登
録
・
注
射

済
ん
で
な
い
方
は
お
早
め
に

個
別
予
防
接
種

s＝
一
種
混
合
、
麻
し
ん
、

風
し
ん
、
日
本
脳
炎

s

赤
ち
ゃ
ん
が
母
乳
や
ミ
ル
ク
以

外
の
食
品
に
慣
れ
、
食
事
の
習
慣

を
付
け
る
準
備
と
し
て
、
離
乳
食

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時

1110月
14
日

g午
前

10時

S11時
30
分

▽
会
場
11生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
内
容

11離
乳
食
の
進
め
方
の
講

話
と
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

▽
対
象

11
生
後

4
S
5
カ
月
児

（
平
成
9
年
5
月
1
日
S

6
月
30

日
生
ま
れ
）
と
親

▽
定
員

11先
着
25
人

※
電
話
で
申
し
込
み
を
。

▲年 1回の予防注射を

器
臼
貞
鼠
虞

〈
＝
＿
種
混
合
〉

▽
対
象

11第
1
期
初
回
接
種
…
生

後

3
カ
月

S
7
歳

6
カ
月
末
満

（
接
種
当
日
）
で
、
初
回
接
種
が

終
わ
っ
て
い
な
い
お
子
さ
ん
／
第

1
期
追
加
接
種
…
初
回
接
種
終
了

後
1
年
以
上
経
過
し
、
7
歳
6
カ

月
未
満
（
接
種
当
日
）
で
、
追
加

接
種
を
受
け
て
い
な
い
お
子
さ
ん

▽
接
種
方
法
11
第
1
期
初
回
接
種

…
3
週

S
8週
の
間
隔
で
3
回
接

種
／
第
1
期
追
加
接
種
…
初
回
接

種
終
了
後
1
年
S
1
年
6
カ
月
の

間
に
1
回
接
種

〈麻
し
ん
（
は
し
か
）
・
風
し
ん
〉

▽
対
象

1
1
1歳
S
7歳
6
カ
月
末

満
（
接
種
当
日
）
の
お
子
さ
ん

〈
日
本
脳
炎
〉

▽
対
象
11
第
1
期
初
回
接
種
…

3

歳

S
7歳
6
カ
月
末
満
（
接
種
当

日
）
で
、
初
回
接
種
が
終
わ
っ
て

い
な
い
お
子
さ
ん
／
第
1
期
追
加

接
種
…
初
回
接
種
終
了
後
約
1
年

経
過
し
、
追
加
接
種
を
受
け
て
い

な
い
7
歳
6
カ
月
未
満
（
接
種
当

日
）
の
お
子
さ
ん

▽
接
種
方
法

11第
1
期
初
回
接
種

…
1
週
S

4
週
の
間
隔
で

2
回
接

種
／
第
1
期
追
加
接
種
…
初
回
接

種
終
了
後
約
1
年
経
過
後
に
1
回

接
種以

上
い
ず
れ
も
▽
実
施
期
間
11

1
年
中

▽
実
施
場
所

11別
表
の
医
療
機
関

▽
受
付
時
間
11
事
前
に
各
医
療
機

関
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い

▽
注
意

11①
「
予
防
接
種
と
子
ど

も
の
健
康
j

（生
活
・
保
健
セ
ン
タ

ー
内
健
康
課
、
七
生
・
多
摩
平
両

支
所
、
市
役
所
1
階
市
民
相
談
窓

-＝＝-
＝＝=＝＝＝-＝＝―-＝＝＝＝＝
＝-＝
＝-＝＝＝＝-＝＝＝＝＝＝-＝＝-＝-=＝=＝-＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝===＝＝-＝=＝＝＝-=＝＝＝=＝＝＝＝＝-＝＝＝＝＝-=＝=＝＝＝-＝＝=-＝＝-＝＝＝＝＝-=＝＝＝-＝＝＝-＝-
＝＝-
＝-＝＝＝-＝＝＝＝＝-
l=＝＝＝＝＝＝-=＝＝＝＝=＝-=＝=＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝=＝-＝＝＝＝＝＝-=＝＝＝＝-=＝＝＝＝-＝＝-=＝＝＝＝＝＝＝=＝＝＝＝-

>
h[-

た
り
物
が
二
重
に
見
え
る
⑤
食

べ
物
が
飲
み
込
み
づ
ら
く
、
ろ
れ

つ
が
回
ら
な
い

※
10
月
9
日
困
ま
で
に
申
し
込
み

を
。
申
込
多
数
の
場
合
は
症
状
に

よ
り
決
定
。

射
（
年
1
回
）
が
済
ん
で
い
な
い

方
は
、
近
く
の
動
物
病
院
で
注
射

を
受
け
、
南
多
摩
保
健
所
（
多
摩

市
）
で
注
射
済
票
の
交
付
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
平
成
7
年
度
以
降
に
犬

の
登
録
（
犬
の
一
生
に
一
度
）
を

行
っ
て
い
な
い
方
は
、
生
活
・
保

健
セ
ン
タ
ー
で
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

離
乳
食
教
室

口
で
配
布
）
を
お
読
み
で
な
い
場

合
は
接
種
で
き
ま
せ
ん
②
母
子

健
康
手
帳
の
f
J

持
参
を
③
予
診

1
0
月
8
日
、
武
蔵
野
赤
十
字
病
院
で

赤
十
字
家
庭
看
護
法
短
期
講
習
会

皆
さ
ん
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
程
・
コ
ー
ス
記
号
・
内
容

1110

月
8
日
困
…
G
7
・
痴
ほ
う
性
老

人
の
理
解

▽
時
間
11
午
後
1
時
30
分
S

4
時

▽
会
場

11武
蔵
野
赤
十
字
病
院
武

蔵
野
救
護
倉
庫

(
J
R
武
蔵
境
駅

飲
用
井
戸
を
対
象
に

水

質

検

査
ォ
ー

先
日
、
杉
並
区
内
の
0

ー

157
感

染
者
宅
の
井
戸
か
ら
0
|
1
5
7
が
検

出
さ
れ
ま
し
た
。
飲
用
井
戸
を
使

っ
て
い
る
方
は
、
安
全
管
理
に
注

意
し
、
年
1
回
以
上
は
水
質
検
査

を
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

南
多
摩
保
健
所
で
は
、
次
の
と

お
り
水
質
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
日
時
11
毎
週
火
曜
日
午
前
9
時

S11時
30
分
※
火
曜

S
金
曜
日
に

休
日
の
あ
る
週
は
除
く

▽
会
場

11南
多
摩
保
健
所
（
多
摩

市）▽
費
用

1
1
9千
900
円

※
事
前
に
専
用
容
器
を
受
け
取
り

に
来
て
く
だ
さ
い
。

個別予防接種実施医療機関一覧表

81-33531 0 

s1 -2001 I o 

84-1313 I O 

01010 

01010 

。。

゜
゜
゜81-0477 I O 

86-1061 

010 

゜
゜。゚91-4621I O 01010 

゜91-s21s1 o Io Io 

81-2204 I 0 

81-04331 0 

010 ゚

゜01010 

si-04741 o Io Io 

。

。゚

。゚83-10301 0 010 

゜゚
。゚゚81-01581 0 010 

94-36881 0 

土方クリニック（内・児消化難科）
石田403-22ft87-7171 , 

野田医院（外波・内科）
豊田 3-27-8!!81-0435 

至日野駅

牛尾医院（児・内科）
平山 6-5 -13 ft91-2001 

平山城址公園駅

至
南
平
駅

9
月
20
日
山

S26
日
向
は
動
物

愛
護
週
間
で
す
。
東
京
都
で
は
、

次
の
と
お
り
動
物
愛
護
週
間
中
央

行
事
を
行
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
飼
っ
て
い
る
動

物
や
身
近
に
い
る
動
物
た
ち
に
つ

い
て
、
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時

1
1
9月
20
日
国
午
前

11時

S
午
後
4
時
30
分、

21
日
同
午
前

票
は
各
医
療
機
関
に
あ
り
ま
す

④
検
温
は
各
医
療
機
関
で
実
施

烹
問
い
合
わ
せ
は
健
康
課
へ
。

南
口
徒
歩
8
分）

▽
定
員
1125
人
※
申
込
多
数
の
場

合
は
抽
選

▽
持
ち
物
11
筆
記
用
具
※
動
き
や

す
い
服
装
で
参
加
を

▽
申
込
み

1110月
3
日
画
（
必
着
）

ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
往
信
用

裏
面
に
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、

生
年
月
日
、
年
齢
職
業
、
電
話

番
号
、
コ
ー
ス
記
号
を
、
返
信
用

表
面
に
住
所
、
氏
名
を
記
入
し
、

日
本
赤
十
字
社
東
京
都
支
部
救
護

課
家
庭
看
護
係
(
〒

169
新
宿
区
大

久
保
1
の
2
の
1
5
6
0
3
.
5
2
7

3
.
6
7
4
6
)

へ

9
月
20
日・

21
日
に
上
野
恩
賜
公
園
で

動
物
愛
護
週
間
中
央
行
事

10時
S
午
後
4
時

▽
会
場
11
上
野
恩
賜
公
園
（
台
東

区）▽
内
容

11動
物
ふ
れ
あ
い
広
場
、

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
抽
選
コ
ー
ナ

ー、

子
供
広
場
ほ
か

▽
問
合
せ
先
11
東
京
都
衛
生
局
獣

医
衛
生
課

(
6
0
3
.
5
3
2
0
.

4
4
1
2
)
 

内

科

内

科

内

科
内

科

2
5
困

内

科

26
曲

内

科

27
出

内
・
外
科

高幡328森久保医療ピル内

梅木医院（内・児科）
多摩平 6-32-14 ft81 -0477 

゜゚010 

。。81-2677 I 0 01010 

。ss-1131 I o I o I o 

゜゚93-7888 ¥ 0 010 

。゚84-soo21 o I o I o I o 

。91-2ss21 o Io Io 

。゚多摩 1-10-4清水第一ピル2F 84-6116 I 0 010 

。゚81-2525 I O 010 

。゚86-7725 

。゚。a1-611s1 o Io Io 

。゚91-3600 I o 01010 

゜93-1661 〇 |01010

。s4-2m I o I o I o 

゜91-13121 o I o I o 

。゚8l-0504| 0 | 0 | 0 

゜゚84-5633 I 0 010 

。゚

科

山本クリニック （内籟児科）
神明 4-24-1 ft84-5633 

至立川駅

眼 外

科

（
夜
）
児
内
・
整
形
外
科

（
午
後
）
整
形
外
科

（
午
前
）
児
・
内
・
整
形
外
科

科

内 内

科

外

科

整

形

外

科

内
・
外
科

（
夜
）
児
・
内
・
外
科

（

午

後

）

外

科

（
午
前
）
児
・
外
科

外

科

（注）鯵薇科目は変更される場合があります。事前に
急息テレホンセンター
（日野消防署 ff81-0119)へ問い合わせを。

午後 7時30分～ l0時30分

内科・小児科

日野本町1-7-2
生活・保健センター分室

!!84-1661 
至立川駅

量
前

保
一

長谷クリニック（内児消科）
多摩平 1-10-4清水第 1ピル2階

ft84-6116 

スーバー
畳田駅前

至

---i亜亜Fi
J R中央線

駅
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ー
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鬱

►
茶
会
風
景（昨
年
）

R
R
R
R
 

I 2 3 4 

6 7 8 9 ⑲ 11 

13 14 15 16 17 18 

20 21 22 23 24 25 

27 28 29 30 31 

内 容 日 程 時 間 湯

茶 会
10月5日

l_--------_-----
11月3日

午前10時一午後 3時

会

市民会館•--_ _＿ ＿------
高幡不動尊

備 考

当日ご自由に
[>問合せ先＝畠山（ff83-9273)

大正琴演奏会 10月5日
午前 11時30分

～午後 4時

美術展
10月 8日

-12日
午前10時～午後 6時
* 12日は午後5時まで 市民会館

9月20日まで作品募集中
[>問合せ先＝土方(ff87-5170)

陶芸展
10月10日→

・II日→
・ 12日→

午前 10時～午後 6時
午前 9時～午後 6時
午前9時～午後 5時

9月30日まで作品募集中
[>問合せ先＝井上（ff92-0670午後 7時以降）

吟詠大会 10月10日 七生公会堂

舞

踊
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踊
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ー
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踊

一
研

―

舞

の

牙

ニ
ハ
玲
竺
楽
―
楽

1

の

舞
＿
典
一
典
楽

・
ラ

一謡

涵

プ

音

一
奏

一
楽

新

一
古

一

古

音
i

ヵ
一
歌
玉
＇
一
軽
工
竺
音

-・
 ―-
『

-

t

音

楽

祭

午前 9時30分
～午後 5時30分

午前11時一午後 4時 |市民会館
------------------ -------------
正午～午後 4時 七生公会堂------------------1----_ ＿ -＿ ---→一

午前11時一午後 4時 1市民会館

”'ご睾翌四哀なが墓繁誓二芯＝戸皿mm需潔嘩箪躙叩譴辛四を効傘

1997年（平成9年）9月15日｝か
第927号 “也

市民会館

華道展 市民会館

◄

華
麗
な
社
交
ダ
ン
ス
（
昨
年

社交ダンスパーティー 10月19日 午後 3時～ 8時

書道展
10月25日→

・ 26日→
午前 9時～午後 5時
午前9時～午後 4時

フォークダンス大会

謡曲・仕舞大会

古道探訪 10月26日

午前10時一午後 4時

当日自由参加。ダンス靴（ヒールカパー付き）で
I>問合せ先＝阪田(ft83-9988)

10月19日まで作品募集中
I>問合せ先＝伊野（ffBl-1912)

当日自由参加。フォ ークダンスシューズで
I>問合せ先＝榎本（ftSl-4519)

磨

午前10時～午後 6時

午前10時～午後 3時
＊午前10時に高幡不動駅出発

当日自由参加。小雨実施、弁当持参で
[>問合せ先 ＝田中（口8|-3633夜間）

市民合唱祭 正午～午後 5時

市民会館

奇術発表会 午後 1時～ 3時

東部会館

市民会館

潤徳小体育館

七生公会堂

南平
～平山方面

案内図2

主堂
:：棗動尊）

潤徳小

至日野橋

至百草Ill駅
9, 

京王線

至多摩動物公園駅

案内図3
（中央図書館）

市民文化祭の

問い合わせは

生涯学習課

（合内線542)へ ＊備考欄に記入のないものは、出演者や作品の募集を締め切ったものです。

＊各会場については、案内図 1~ 3を参照ください。

10
月
5
曰
同
S
1
1
月
23
日
闊
に
市
民
会
館
な
ど
で
開
催
さ
れ

る
日
野
市
民
の
文
化
・
芸
術
の
祭
典
、
第
35
回
日
野
市
民
文
化

祭
。
こ
と
し
も
様
々
な
催
し
が
行
わ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん

お
誘
い
合
わ
せ
て
、
ご
参
加

・
ご
参
観
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
出

演
者
・
出
展
作
品
を
募
集
中
の
も
の
も
あ
り
ま
す
。
日
f
h

ろ
の

活
動
の
成
果
を
晴
れ
舞
台
で
披
露
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

（日
野
市
民
文
化
祭
運
営
委
員
会
•
生
涯
学
習
課

）

10
月
5
8
か
ら
始
ま
り
ま
す

ご
参
加
、
ご
参
観
く
だ
さ
い

案内図1
（市民会館、中央福社センター
市役所101会議室市役所前市民プラザ）

［ 

至新宿

市役所101会議室

内 容 日程 時 間 会場 備 考

｀ 
高齢者作品展 10月31日 午前 9時～午後 5時 中央福祉 9月30日まで作品募(ff集85中-

-II月2日 * 2日は午後 3時まで センタ ー I>問合せ先＝小山 1378) 

. 

10月31日
俳 俳句展 -II月2日

- --ト~―-- - •-----
午前 10時～午後 4時 高幡不動尊

句 俳句会 II月2日

盆栽•水石展 午前 9時～午後 4時 市役所
* 3日は午後 3時まで 10|会議室

菊花展
II月 1日 午前 9時30分 市役所プ前 10月30日まで作品募集中
~ 3日 ～午後 3時30分 市民ラザ I>問合せ先＝大貫（ffS1-5942) 

写真展 午前10時～午後 4時 10月10日まで作品募（云集8中
~ ＂ I>問合せ先＝吉田 1-2407) 

等曲・尺八演奏会 II月2日 午前II時～午後 5時

和太鼓演奏会 ~.、 II月8日 午後 2時～4時 市民会館

ポーイ・ガール II月8日 午前 10時～午後 4時
スカウト展 • g日

映像フェステイパル II月8日 午前10時一午後 4時 10月31日まで作品募（ff集84中-
• 9日 [>問合せ先＝浅尾 9713) 

漢詩展 9 し
II月12日 午前10時～午後 5時 中央図書館 10月10日まで作品募（ft集8中

- 16日 I>問合せ先＝丸山 1-0086) 

短 短歌展 II月14日 午前ID時一午後 5時
-16日

ー言 ----• - --“一ー・・・・ 一 ，9 ・ 一 ・--ト---------＿_＿-----
歌 歌会 II月16日 午後 1時～ 3時

II月14日→ 午前II時～午後後 5時 出展希望先者は II月14日午前 9時I)～II時に会場へ搬入を
川 楊 ・ 1 5 日日→ 午前 9時一午 5時 I>問合せ ＝後藤（云81-441

・16 → 午前 9時～午後 4時

； 
II月14日→ 午前II時一年午後 5時 市民会館 10月31日まで作品募集中

市民文学展 ・ 15日→ 午前 9時～ 後後 5時時 [>問合せ先＝園部（ff83-9710)
・ 16日→ 午前 9時～ 4 

中学校演劇＇ II月15日 午後 1時～ 5時

青少年・市ンサ民オーケストラ II月16日 午後 1時～4時
リレーコ ート

~ i ヘ

II月22日→ 午午前II時一午後 5時 9月23日まで作品募（云集9中工夫・アイデア展
• 23日→ 前 9時～午後 4時 t>問合せ先＝鈴木 1-5545) 」

民謡大会 II月23日 午前 9時30分
～午後 6時

現
在
、
日
野
市
環
境
基
本
計

画
は
、
公
募
委
員
を
含
む
検
討

委
員
会
な
ど
で
、
作
業
を
進
め

て
お
り
、

基
礎
調
査
を
終
え
た

段
階
で
す
。

こ
の
た
び
、
さ
ら
に
一
層
市

民
参
加

・
参
画
を
推
進
す
る
た

め
に
、
市
民
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー

ム
（
仮
称
）
を
つ
く
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
ワ
ー
キ
ン
グ

チ
ー
ム
で
は
、
検
討
委
員
会
で

f

検
討
す
る
た
め
の
素
案
的
な
も

念
の
を
つ
く
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

令

ロ
〗
〗
〗
胃
〗

境
に
関
す
る
分
野
あ
る
い
は
項

目
を
記
入
し
、
日
野
市
役
所
企

け
る
な
ど
に
よ
り
、
応
募
者
全
画
課
(
-T
191
神
明
1
の
12
の
1
)

員
の
方
に
お
願
い
し
た
い
と
考
へ
※
応
募
多
数
（
作
業
の
効
率

え

て

い

ま

す

。

に

支

障

が

出

る

ほ

ど

・

100
人
を

来
年
5
月
ぐ
ら
い
を
め
ど
に
超
え
る
く
ら
い
）
の
場
合
は
抽

素
案
と
な
る
も
の
を
作
成
し
ま
選
。
謝
礼
は
あ
り
ま
せ
ん

す
の
で
、
会
議
や
作
業
な
ど
、
な
お
、
応
募
し
た
力
は、

10

ハ
ー
ド
な
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
も
予

月

5
日
同
午
後
2
時
30
分
に
市

想
さ
れ
ま
す
が
、
ぜ
ひ
、

f
J

応

役

所

5
階
505会
議
室
へ
お
集
ま

募

く

だ

さ

い

。

り

く

だ

さ

い

。

当

口

都

合

の

つ

▽
応
募
方
法
1
1
9
月
26
日
臨
か
な
い
方
は
そ
の
旨
ハ
ガ
キ
に

（
必
着
）
ま
で
に
ハ
ガ
キ
で
。
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

住
所
、
氏
名
、
性
別
、
年
齢
、

▽
問
合
せ
先
11
企
画
課
6
内
線

電
話
番
号
と
、
関
心
の
あ
る
環

416

環
境
基
本
計
画
づ
く
り
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

一
念

“̀W44

t

 

問1-2ご自分の身近にある環境についてどの程度満足していますガ。

自然の景観の美しさ

2 緑との親しみ

3 水辺との親しみ

4 生き物（野烏、昆虫等）
との親しみ

5 土とのふれあい（庭 ・農
業等）

6 歴史的・文化的雰囲気

7 日常生活の便利さ （買い
物 ・食事）

8 交通の安全さ

9 災害時の避難所（オーブ
ンスペース）

10公園 ・遊歩道の身近さ

II文化 ・体育施設等の整
備の良さ

12図書館 ・博物館の利用
のしやすさ

問1-4あなたのお住まいの周辺の環境は以前と比べて良くなつだと思いますガ。

住まいのまわりの静けさ

2住まいのまわりの清潔さ

3 地域の安全性（防災・交通安全）

4 緑や水辺との親しみ

5 土とのふれあい（庭・農業等）

6 歴史的・文化的雰囲気

7 生活の利便性（交通・買い物等）

8 公園・遊歩道の身近さ

9 公共施設の整備の良さ

ア
ン
ケ
ー
ト
緒
果
に
つ
い
て
の
問
い

合
わ
せ
は
企
画
課
(
6
内
線
416)

へ

-こ念這 '~ク蕊 令4ら4 - c $ ・ノ令

0 % 20% 40% 60% 80% I 00% 

口やや満足口普通 □やや不満 ■不満 □無回答 1

0% 

問1-6現在の居住環境の総合満足度

非常に満足

満足

普通

不満

非常に不満

無回答

゜

0% 20% 

市
民
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
募
集

昨
年
11
月
に
実
施
し
た
市
民
ア

ン
ケ
ー
ト
の
結
果
が
ま
と
ま
り
ま

し
た
。

こ
の
結
果
は
環
境
基
本
計
画
策

定
の
基
礎
デ
ー
タ
と
さ
せ
て
い
た

だ
く
も
の
で
す
。
ご
協
力
あ
り
が

と
う
f
J

ざ
い
ま
し
た
。

2
千
人
を
無
作
為
に
抽
出
し
、

お
願
い
し
ま
し
た
が
、
回
収
率
は

45
％
で
し
た
。
通
常
、
環
境
を
対

象
に
し
た
郵
送
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、

30
％
程
度
の
回
収
率
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
か
な
り

の
高
回
収
率
で
し
た
。
そ
れ
だ
け

皆
さ
ん
の
環
境
へ
の
関
心
が
高
い

と
い
え
ま
す
。

本
紙
で
は
、
そ
の
結
果
を
何
回

か
に
分
け
て
紹
介
し
ま
す
。

同
時
期
に
事
業
者
へ
の
ア
ン
ケ

ー
ト
、
生
徒
・
児
童
へ
の
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
も
実
施
し
ま
し
た
。
各

庖
の
意
見
を
反
映
さ
せ
て
い
く
予

定
で
す
。

ま
ず
、
今
号
で
は
、
身
近
な
環

境
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

図
1
は
快
適
な
環
境
の
要
素
と

し
て
項
目
の
中
か
ら
三
つ
ま
で
選

択
し
て
も
ら
っ
た
も
の
で
す
。「公

害
の
な
い
さ
わ
や
か
さ
」
を
あ
げ

た
人
が
6
割
近
く
あ
り
、
快
適
さ

を
損
な
う
も
の
と
し
て
の
公
害
と

い
う
認
識
が
多
い
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
次
に

「
交
通
や
買
い
物
の

便
利
さ
」
を
あ
げ
る
人
が
多
く
見

ら
れ
ま
し
た
。

図
2
は
環
境
の
項
目
f

J

と
に
満

足
か
ど
う
か
を
聞
い
た
も
の
で

す
。「
満
足
」、
「
や
や
満
足
」
を
あ
わ

せ
た
も
の
が
半
数
以
上
の
項
目

は、

「緑
と
の
親
し
み
」、

「自
然
景

観
の
美
し
き
で
あ
り
、

自
然
環

様
関
連
の
項
目
の
満
足
度
が
高
い

こ
と
が
わ
か
り
ま
究
逆
に
不
満

が
多
い
項
目
は
「
文
化
・
体
育
施

設
の
整
備
の
良
さ
」
、
「交
通
の
安

全
さ
」
、

「日
常
生
活
の
便
利
さ
」
、

「図
書
館

・
博
物
館
の
利
用
の
し

や
す
さ
」
で
し
た
。

こ
の
設
問
で
は
、
満
足
、
不
満

に
つ
い
て
の
具
体
例
記
入
欄
も
設

け
ま
し
た
が
、
モ
ノ
レ
ー
ル
工
事

に
伴
う
桜
の
伐
採
な
ど
多
く
の
例

が
記
入
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

図
3
は
誇
り
に
感
じ
て
い
る
こ

と
、
誇
り
に
し
た
い
こ
と
を
三
つ

ま
で
選
ん
で
も
ら
っ
た
も
の
で

ゅ
う
す
い

す
。
河
川
・
用
水
・
湧
水
を
7
割

近
く
、
緑
は
5
割
以
上
の
人
が
そ

れ
ぞ
れ
あ
げ
て
い
ま
す
。
日
野
の

自
然
に
つ
い
て
、
満
足
だ
け
で
な

く
、
誇
り
に
感
じ
て
い
る
市
民
の

多
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

図
4
は
以
前
と
の
比
較
を
聞
い

た
も
の
で
す
。
ほ
と
ん
ど
の
項
目

で
変
化
な
し
と
答
え
た
方
が
、
過

半
数
を
超
え
て
い
ま
す
。
悪
化
傾

向
が
「
住
ま
い
の
ま
わ
り
の
静
け

さ
」、

改
善
傾
向
が
「生
活
の
利
便

性
」
と
な
り
ま
す
。

図
5
は
改
善
し
て
欲
し
い
こ
と

を
―
-
＿
つ
ま
で
選
択
し
て
も
ら
っ
た

も
の
で
す
。

「路
上
駐
車
・
駐
輪
・

交
通
渋
滞
」

を
あ
げ
た
人
が
4
割

以
上
で
し
た
。
次
が
「
騒
音
・
振

動
」
で
す
。

騒
音
・
振
動
を
あ
げ

た
人
の
う
ち
具
体
例
と
し
て
交
通

騒
音
を
記
入
し
て
い
る
人
が
半
数

近
く
、
大
気
汚
染
で
も
そ
の
4
割

が、

自
動
車
の
排
気
ガ
ス
を
記
入

し
て
い
ま
す
。

「そ
の
他
」
の
中
で

も
、
道
路
、
交
通
関
係
を
あ
げ
る

も
の
が
3
割
あ
り
、
自
動
車
関
連

の
改
善
要
望
の
率
が
非
常
に
高
く

な
っ
て
い
ま
す

c

「騒
音

・
振
動
」

で
は
航
空
機
騒
音
を
あ
げ
た
人
も

全
体
の
1
割
近
い
率
と
な
っ

て
い

（図2)
問1-1あなだにとつて快適な爛境とは何ですガ。快適さに重要な要素と思われるものを3つまで選んで

ください。
（函1)

1 公害のないさわやかさ

2街並みのうつくしさ

ゅうす い

3 緑や湧水のきれいさ

4 交通事故や災害に対
する安心さ

5 身障者や老人へのま
ちのやさしさ

6 交通や買い物の便利さ

7 まちの歴史・文化的
なおもむき

8 公共施設の身近さ

9 まちの清潔さ

10公園・遊歩道の身近さ

（図4)

20% 40% 60% 80% I 00% 

I口改善 田やや改善口変化なし □やや悪い ■惑化口撫回答 I

200 

（図6)

500人

3 

48 17 

40% 60% 80% 

I口非常に満足 固満足 □普通 □不漠 ■非常に不満口無回答 I

2
 

100% 

゜
100 200 

1 神社や寺などの歴史的遺産

2土と親しめる水田、畑

3 市内を流れる多摩川、浅川、
ゅ→ T い

用水や豊富な湧水

4 体を動かせる公園や住宅周辺
の緑

がいせん

5 多摩丘陵や崖線の豊かな緑

6 買い物に便利なショッピング
街

7近所の人とのコミュニティ

8その他

300 

。

゜

400 

100 

て°‘市役所
代表電話

霊 85-1111

(4) 

100 

500 

200 

600人

300 

200 

ま
す
。図

6
は
総
合
的
に
現
在
の
住
環

400 

臨Z圃
境
に
満
足
し
て
い
る
か
ど
う
か
を

聞
い
た
も
の
で
す
。

「普
通
」と
答

え
た
人
が
半
数
近
く
で
、
「
非
常
に

満
足
」
と

「満
足
」
を
あ
わ
せ
る

と
3
割
と
な
り
ま
す
。「
不
満
」と

「
非
常
に
不
満
」
を
あ
わ
せ
る
と

2
割
で
す
。

問1-3日野市についてあなだガ誇りに感じていること、あるいは誇りにしたいことを3つまで選んでく
ださい。

（図3)

500 600人

問1-5あなたの住んでいる地区で改善して叙しいと思っていることについて3つまで選んでください。

（図5)

1 騒音・振動

2 大気汚染

3 水質汚濁

4悪臭その他の公害

5 ごみ・廃棄物の処理

6 景観破壊

7 日照阻害、竃波障害

8 路上駐車・駐輪、交通渋滞

9生物による被害

10緑（樹木）の減少

II水辺環境の減少

12その他

300 400人



1997年（平成9年）9月15日
第927号 詞tq、(6) 

市役所
ィt表電話

てア85-1111

圏「
日
野
く
ら
し
の
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
は
、
消
費
者
団
体
等
の
日

ご
ろ
の
成
果
の
発
表
・
提
案
の
場

と
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
が
、

10月

18
日

g.19日
回
の
開
催
に
先
立

ち
講
演
会
を
行
い
ま
す
。
テ
ー
マ

は
、
既
に
輸
入
さ
れ
て
い
る
と
い

わ
れ
る
遺
伝
子
組
み
換
え
食
品
。

安
全
性
が
確
認
さ
れ
た
と
し
て

「
食
品
衛
生
調
査
会
」
か
ら
厚
生

省
に
答
申
が
あ
っ
た
も
の
の
、
一

方
で
は
そ
の
安
全
性
を
疑
問
視
す

る
意
見
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
消
費
者
の
選
択
の
自
由

を
確
保
す
る
た
め
に
食
品
お
よ

ぴ
、
そ
の
加
工
品
の
表
示
を
求
め

砂
遊
び
の
後
は手

洗
い
を

砂
場
の
あ
る
公
園
に
は
、
手
洗

い
場
が
備
え
て
あ
り
ま
す
。
保
護

者
の
方
は
、
砂
遊
ぴ
の
後
、
必
ず

手
を
洗
う
よ
う
、
お
子
さ
ん
に
指

導
し
て
く
だ
さ
い
。

ペ

ッ

ト

の

フ

ン

は

持

ち

帰

り

を

公
園
の
砂
場
で
犬
や
猫
の
フ
ン

が
よ
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
散
歩

ペ
ッ
ト
を
す
て
な
い
で

る
要
望
も
多
く
あ
り
ま
す
。

子
供
た
ち
の
将
来
に
も
か
か
わ

る
大
切
な
問
題
で
す
。
ぜ
ひ
t
J
参

最
近
、
様
々
な
ペ
ッ
ト
が
公
園

や
緑
地
に
置
き
去
り
に
さ
れ
て
い

ま
す
。
公
園
・
緑
地
は
、
皆
さ
ん
の

憩
い
の
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
野

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
の
改
▽
日
時
1110
月
14
日

g.16日

正
案
が
国
会
で
成
立
し
、
女
性
困
・
1
7
日
固
午
後

6
時

30
分

10
月
の
花
と
み
ど
り
の
健
康
相

差
別
禁
止
規
定
の
強
化
や
セ
ク

S
8時
30
分

談

を

、

次

の

と

お

り

行

い

ま

す

。

シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
レ
▽
会
場

1
1
勤
労
•
青
こ
の
相
談
で
は
、
草
花
・
植
木
・

メ

ン

ト

防

止

の

配

慮

揺

T

年

会

館

菊

・

造

園

な

ど

、

園

芸

に

つ

い

義
務
が
課
せ
ら
れ
ま

▽
内
容
11均
等
法
改
て
の
相
談
に
お
答
え
し
て
い
ま

正
と
企
業
の
義
務
ほ
す
。

敬
ナ

気
軽
に
こ
相
談
く
だ
さ
い
。

し

た

。

琺

ミ

、

こ

の

ゼ

ミ

ナ

ー

ル

カ

で

、

職

場

に

お

け

る

市

草

P
ゼ

▽

定

員

1130
人

（

先

▽

日

時

1110
月
4
日
3
午
前

9
時

男
女
平
等
や
セ

ク

シ

野

絢

昌

）

S
正
午
（
受
け
付
け
は
午
前
11
時

ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
日

▽
申
込
み

11電
話
ま

40
分
ま
で
）

ン
ト
ヘ
の
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
た
は

FAXで
、
産
業
振
興
課
（
6

▽
会
場

11
平
山
地
区
セ
ン
タ
ー

う

。

内

線

203
/
F
A
X
8
3
.
4
1
9
8
)
へ
（
京
王
線
平
山
城
址
公
園
駅
前
）
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生
の
動
植
物
を
保
全
し
て
い
る
場

で
も
あ
り
ま
す
。
飼
い
主
の
方
は
、

公
園
は
マ
ナ
ー
よ
く

使

い

ま

し

ょ

う

責
任
を
持
っ
て
ペ
ッ
ト
を
飼
う
よ

の
際
に
は
、
ペ
ッ
ト
を
砂
場
に
入
う
お
願
い
し
ま
す
。

れ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
ご
み
の
持
ち
帰
り

ま

た

、

ペ

ッ

ト

の

フ

ン

は

、

必

に

も

ご

協

力

を

ず
持
ち
帰
り
始
末
し
て
く
だ
さ
公
園
内
や
そ
の
周
辺
で
、

!
J

み

い

。

が

散

ら

か

っ

て

い

る

の

を

し

ば

し

ば
目
に
し
ま
す
。
市
で
も
定
期
的

に
清
掃
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
よ

り
き
れ
い
な
公
園
を
利
用
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
こ
み
の
持
ち
帰
り

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

（
公
園
緑
政
課
）

97
日
野
く
ら
し
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
講
演
会

ホ
ン
ト
に
大
丈
夫
？

遺
伝
子
糾
み
換
え
食
品

地

元

産

の

新

鮮

野

菜

を

即

売

土

曜

市

を

開

催

市
内
で
生
産
さ
れ
た
農
産
物
の

10時
か
ら
と
午
後
3
時
か
ら

即
売
会
で
す
。
安
心
・
安
価
な
新
▽
問
合
せ
先

11東
京
南
農
協
日
野

鮮

野

菜

を

ぜ

ひ

ど

う

ぞ

。

支

店

(
6
8
3
.
2
1
1
1
)
／
同
農

好
評
に
つ
き
、
お
早
め
に
お
出
協
七
生
支
店

(6
9
1
.
2
0
1

掛
け
く
だ
さ
い
。

2
)
／
市
産
業
振
興
課
6
内
線
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▽
日
程
1
1
9月
27
日

g
・
・
・

▽
会
場
・
時
間
11①
多
摩
平
第
七

公
園
…
午
前

10時
S
午
後
4
時
／

②
東
京
南
農
協
七
生
支
店
…
午
前

平
山
地
区
セ
ン
タ
ー
で

花
と
み
ど
り
の

健

康

相

談

加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
1110
月
9
日
困
午
前

10時

S
正
午

三
中
地
区
青
少
年

青
成
会
講
演
会

▽
会
場
11生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
講
師

11
天
笠
啓
祐
氏
（
フ
リ

ー
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

▽
定
員
1150
人
（
先
着
順
）

※

2
歳
以
上
の
保
育
あ
り
。
希
望

者
は
9
月
30日
g
ま
で
に
予
約
を
。

▽
申
込
み
先
11同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
実
行
委
員
会
（
生
活
課
内
6

8
1
.
4
1
1
2
)
 

▽
内
容
11草
花
・
植
木
・
菊
・
造

園
な
ど
の
園
芸
相
談

▽
問
合
せ
先
11勁
日
野
市
環
境
緑

化
協
会

(
6
8
5
.
4
7
4
0
)

ー

地
区
青
少
年
育
成
会
は
、
子
供

た
ち
が
地
域
の
皆
さ
ん
に
見
守
ら

れ
健
や
か
に
育
つ
こ
と
を
願
っ

て
、
活
動
し
て
い
る
団
体
で
す
。

今
回
、
児
童
文
学
者
の
漆
原
智

良
氏
を
招
き
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時
1
1
9月
18
日
困
午
後
7
時

か
ら

▽
会
場
11三
中
食
堂

Fi 

▽
内
容
11子
ど
も
と
創
り
出
す
泣

き
笑
い
人
生

S
学
校
・
家
庭
・
地

域
の
温
か
い
連
携
を

S

▽
問
合
せ
先
11同
育
成
会
（
荒
井

6
9
2
-
1
9
0
4
)
 ！

 

と
よ
だ
市
民
ギ
ャ

ラ
リ
ー
ご
利
用

の
み
な
さ
ま
へ

と
よ
だ
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
設

置
さ
れ
て
い
る
オ
リ
エ
ン
ト
丹
野

マ
ン
シ
ョ
ン
で
設
備
改
修
工
事
が

行
わ
れ
ま
す
。

工
事
期
間
中
は
、
こ
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

▽
工
事
期
間
1110
月
1
日
困

s98

年
1
月
末
こ
ろ

▽
作
業
時
間

11午
前
8
時

30
分

S
午
後
6
時

▽
問
合
せ
先
11生
活
課

(
6
8
1
.

4
1
1
2
}
 

中
間
報
告
書
を
提
出
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一

7
月
28
日
、
日
野
市
男
女
平
等
行
政
推
進
協
議
会
（
座
長
・
一

一
小
西
厚
子
氏
）
よ
り
、
男
女
平
等
参
画
社
会
実
現
の
た
め
の
中
一

一
間
報
告
書
が
市
長
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
報
告
書
は

、

市

[

一
が
策
定
し
た
「
ひ
の
男
女
平
等
社
会
推
進
プ
ラ
ン
」
の
実
現
に
一

一
む
け
て
同
協
議
会
が
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
本
紙
今
号
で
は
、
一

一
そ
の
全
文
を
紹
介
し
ま
す
。
ご
意
見
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
9
月

一

-
3
0
日

g
ま
で
に
女
性
セ
ン
タ
ー

(
6
8
4
.
2
7
3
3
／
諏
84
．

l

i
0
8
8
1
)
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

（
女
性
セ
ン
タ
ー
）
一

.••••
•••
•••..•••.•••..•••••........•....•••••.••••••••••••••••••••••••
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••••
••••••••
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日
野
市
男
女
平
等
行
政
推
進
協
ま
す
。

議
会
（
以
下
「
協
議
会
」
と
す
る
）
こ
う
し
た
国
お
よ
ぴ
東
京
都
の

は、

1
9
9
6
年
4
月
に
設
置
さ
行
動
計
画
を
視
野
に
い
れ
な
が

れ
、
同
年
8
月
に
第
1
回
会
議
を
ら
、
私
た
ち
協
議
会
は
、

1
9
9

開
催
し
、
以
後
、

1
9
9
7
年
7

8

年
度
の
予
算
編
成
時
期
に
あ
た

月
ま
で
7
回
の
会
議
を
行
っ
て
日
り
、
こ
の
一
年
間
に
協
議
し
た
男

野
市
男
女
平
等
行
政
の
推
進
に
つ
女
平
等
行
政
推
進
に
関
す
る
事
項

い
て
協
議
い
た
し
ま
し
た
。

の
中
か
ら
、
速
や
か
に
施
策
と
し

こ
の
間
に
、
国
の
男
女
共
同
参
て
推
進
が
望
ま
れ
る
以
下
の
事
項

画
推
進
本
部
が
、

1
9
9
6
年
12

に
つ
い
て
中
間
報
告
を
提
出
い
た

月
に
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
し
ま
す
。

の
促
進
に
関
す
る
国
内
行
動
計
画
ー
．
男
女
平
等
行
政
を
推
進
す

「
男
女
共
同
参
画
2
0
0
0
年
プ
る
た
め
の
庁
内
組
織
づ
く
り

ラ
ン
」
を
策
定
し
、
ま
た
東
京
都
男
女
平
等
行
政
の
推
進
に
む
け

に
お
い
て
も
今
年
度
中
に

「
男
女
て
、
国
に
お
い
て
は
、
内
閣
総
理

平
等
推
進
の
た
め
の
東
京
都
行
動
大
臣
を
本
部
長
、
内
閣
宣
房
長
官

計
画
」
策
定
準
備
が
行
わ
れ
て
い
を
副
本
部
長
、
全
閣
僚
を
本
部
員

唸亥率韓含誼直プラッ』

と
す
る
「
男
女
共
同

参
画
推
進
本
部
」
を

出

設

置
し
、
ま
た
東
京

提
都
に
お
い
て
は
、
知

を

事
を
委
員
長
、
局
長

を
委
員
と
す
る
「
東

書告報
京
都
男
女
平
等
推
進

間

会

議
」
を
設
置
し
て

中が
お
り
ま
す
。

員
こ
う
し
た
国
お
よ

委

ぴ

東

京
都
の
取
り
組

み
を
考
慮
し
て
、
日

会議協
野
市
に
お
い
て
も

「
庁
内
女
性
行
政
連

進推政

絡

会
」
を
発
展
さ
せ
、

行

男

女

平
等
行
政
を一

元
的
か
つ
横
断
的
に

等乎女
推
進
す
る
こ
と
が
で

男
き
る
組
織
体
制
と
し

て
、
市
長
を
本
部
長

市野日
と
す
る
「
男
女
平
等

行
政
推
進
本
部
」
を

こ‘," 
長市

設
置
す
る
こ
と
を
提

▲
案
し
ま
す
。

こ
の
新
し
い
組
織
体
制
の
設
置

に
よ
っ
て
、

1
9
9
6
年
3
月
に

策
定
さ
れ
た
「
ひ
の
男
女
平
等
社

会
推
進
プ
ラ
ン
」
に
計
画
さ
れ
た

施
策
の
進
捗
状
況
を
総
合
的
に

把
握
で
き
、
よ
り
実
効
性
を
持
っ

た
男
女
平
等
行
政
の
推
進
が
可
能

に
な
る
と
考
え
ま
す
。

2
．
女
性
が
働
き
続
け
る
た
め

の
環
境
整
備
づ
く
り

男
女
平
等
社
会
の
実
現
に
は
、

男
女
の
家
庭
生
活
と
職
業
生
活
の

両
立
、
お
よ
ぴ
地
域
社
会
へ
の
参

画
が
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
現
在
、
性
別

役
割
分
業
意
識
に
基
づ
く
女
性
差

別
が
依
然
と
し
て
根
強
く
残
っ
て

い
ま
す
。
女
性
が
、
仕
事
と
と
も
に

家
事
・
育
児
・
介
護
を
担
う
と
い
う

新
性
別
役
割
分
業
が
解
消
さ
れ
な

い
限
り
女
性
の
就
業
の
継
続
は
困

難
で
す
。
こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま

え
て
、
行
政
が
育
児
・
介
護
等
の
問

題
解
決
に
む
け
て
積
極
的
に
サ
ポ

ー
ト
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
ま

す
。
こ
の
た
め
、
以
下
の
項
目
に

つ
い
て
重
点
的
な
取
り
組
み
を
期

待
し
ま
す
。

*
0
歳
児
、

1
歳
児
の
保
育
人
数

の
拡
大

＊
堡
自
時
間
の
延
長

＊
病
後
保
育
の
実
施

＊
学
童
保
育
の
時
間
延
長

＊
介
護
体
制
の
充
実
、
と
く
に
24

時
問
ケ
ア
体
制
の
実
施

＊
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ピ
ス
の
整

備
・
充
実

＊
男
性
の
家
事

・
育
児

・
介
護
へ

の
参
加

＊
男
女
労
働
者
の
い
ず
れ
も
が
と

り
や
す
い
育
児

・
介
護
休
業
取

得
の
推
進

＊
女
性
の
起
業
に
対
す
る
融
資
の

実
施

3
．
男
女
平
等
に
関
す
る
情
報
、

啓
発男

女
平
等
社
会
の
実
現
の
た
め

に
は
、
社
会
に
依
然
と
し
て
根
強

く
残
っ
て
い
る
性
別
役
割
分
業
意

識
を
解
消
し
、
男
女
が
と
も
に
あ

ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
平
等
に
参

加
・
参
画
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

啓
発
事
業
と
し
て
、
男
女
平
等

意
識
を
徹
底
す
る
た
め
の
情
報
を

伝
え
る
と
と
も
に
、
伝
え
ら
れ
る

情
報
が
ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
の
視

点
に
基
づ
い
て
い
る
か
否
か
を
検

証
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

特
に
、
人
格
形
成
期
の
子
ど
も

を
育
て
て
い
る
世
代
の
男
女
に
対

す
る
男
女
平
等
意
識
の
啓
発
が
重

要
で
す
。
そ
こ
で
、
家
庭
教
育
学

級
お
よ
ぴ
地
区
育
成
会
の
活
動
や

講
演
会
等
に
は
、
男
女
平
等
意
識

を
啓
発
す
る
テ
ー
マ
の
採
用
を
提

案
し
ま
す
。

学
校
教
育
に
お
け
る
教
師
も
、

常
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
の
視
点

を
持
っ
て
教
育
に
あ
た
り
、
ま
た

小
・
中
学
校
に
お
け
る
副
読
本
等

に
も
男
女
平
等
教
育
に
基
づ
く
情

報
を
採
用
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
ま
た
お
な
じ
視
点
か
ら
、
保

育
園
に
は
保
父
を
、
学
童
保
育
に

は
男
性
の
児
童
厚
生
員
を
採
用
す

る
こ
と
を
提
案
し
ま
す
。

さ
ら
に
市
民
に
男
女
平
等
意
識

を
啓
発
す
る
に
は
、
市
の
職
員一

人
ひ
と
り
が
男
女
平
等
に
関
す
る

高
い
意
識
を
持
つ
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、
こ
の
た
め
市
職
員
を
対
象

と
す
る
男
女
平
等
問
題
に
関
す
る

研
修
を
計
画
的
に
実
施
す
る
こ
と

を
希
望
し
ま
す
。

4
.

「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
の

実
現男

女
平
等
社
会
は
、
あ
ら
ゆ
る

分
野
に
男
女
が
完
全
に
平
等
・
対

等
な
立
場
で
方
針
・
政
策
決
定
過

程
に
参
画
す
る
「
男
女
共
同
参
画

社
会
」
を
実
現
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
達
成
さ
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
地
域
社
会
、

各
種
団
体
、
企
業
や
市
の
レ
ベ
ル

に
お
い
て
も
、
方
針
・
政
策
決
定

過
程
に
お
け
る
女
性
の
参
画
を
拡

大
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

日
野
市
に
お
い
て
は
、
行
政
委
員

会
、
審
議
会
等
お
よ
ぴ
庁
内
に
お

い
て
女
性
の
責
任
あ
る
地
位
へ
の

積
極
的
な
登
用
を
図
る
こ
と
、
ま

た
、
自
治
会
、

P
T
A
、
各
種
団
体

で
、
慣
習
に
と
ら
わ
れ
ず
女
性
が

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
で
き
る
よ

う
奨
励
す
る
こ
と
を
期
待
し
ま

す。
総
理
府
の
男
女
共
同
参
画
室
で

は
、
「
男
女
共
同
参
画
宣
言
都
市
」

奨
励
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

現
在
9
市
が
、
こ
の
宣
言
都
市
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、

「
男
女
平
等
参
画
社
会
」
を
推
進

す
る
た
め
の
事
業
で
あ
り
、
男
女

平
等
意
識
を
醸
成
す
る
と
と
も

に
、
女
性
の
方
針
・
政
策
決
定
の

場
へ
の
参
画
を
推
進
す
る
こ
と
を

奨
励
し
て
い
ま
す
。

日
野
市
に
お
い
て
も
、
実
効
性

あ
る
目
標
を
か
か
げ
て
こ
の
「
男

女
共
同
参
画
宣
言
都
市
」
奨
励
事

業
を
申
請
す
る
こ
と
を
提
案
し
ま

す。
「
男
女
共
同
参
画
宣
言
都
市
」

に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
男
女
平

等
社
会
実
現
へ
の
行
政
と
し
て
の

取
り
組
み
を
市
民
に
啓
発
で
き
る

効
果
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

（
日
野
市
男
女
平
等
行
政
推
進
協

議
会
）
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て^’‘
1997年（平成9年）9月15巳

第927号

市役所
代表電話

云 85-1111

⑥
ハ
イ
キ
ン
グ

▽
日
程
1110
月
25
日
3
S
2
6
日
回

※
雨
天
実
施
。
大
成
荘
宿
泊

▽
内
容
11荒
船
山

(
1
千
422
訂）、

横
尾
山

(
1
千
818
訂
）
※
い
ず
れ

も
歩
行
4
、
5
時
間
、
健
脚
向
き

▽
対
象

1118
歳
以
上
の
市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
者
70
人

▽
費
用
1
1
1
万
4
千
円

▽
申
込
み

1
1
9
月
26
日
固
ま
で
に

往
復
ハ
ガ
キ
で
。
往
信
用
裏
面
に

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話

▽
持
ち
物
11
エ
プ
ロ
ン
、
ぞ
う
き

ん
1
枚
、
手
ぬ
ぐ
い
1
枚
、
上
履
き

※
申
し
込
み
を
。
申
込
多
数
の
場

合
は
二
中
・
四
中
地
区
の
方
を
優

先。受
初
心
者
実
用
書
道

日
常
生
活
で
毛
筆
を
気
軽
に
活

用
で
き
る
よ
う
、
筆
の
持
ち
方
、

運
ぴ
方
の
第
一
歩
か
ら
始
め
ま
す
。

▽
日
時
1110
月
29
日
S
1
2
月
1
7
日

の
毎
週
水
曜
日
午
前

10時
S
正
午

▽
会
場
11中
央

公

民

館

査

高

齢

者

対

象

「

思

い

出

紙

芝

居

▽
講
師
11菅
野
袈
秋
氏
（
日
野
書
づ
く
り
講
座
」

道

連

盟

常

任

理

事

）

紙

芝

居

の

つ

く

り

方

、

発

表

の

▽
対
象
11市
内
在
住
の

18歳
以
上
仕
方
に
つ
い
て
専
門
家
の
指
導
が

の
方
20
人
※
有
段
者
及
ぴ
「
か
し
受
け
ら
れ
ま
す
。

の
木
学
級
」
で
書
道
を
受
講
の
方

▽
日
時
1110
月
7
日
S
1
2
月
16
日

は

こ

遠

慮

を

の

毎

週

火

曜

日

午

後

1

時

30
分

す
ず
り

▽
持
ち
物
11小
筆
、
硯
、
墨
、
下

S
3時
30分
※

11
月
18
日
を
除
く

敷

き

、

文

鎮

ほ

か

▽

会

場

11中
央
公
民
館

▽
申
込
み

1
1
9月
30
日

g
（
消
印
▽
内
容
11あ
ら
す
じ
づ
く
り
、
下

有
効
）
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
絵
•
本
絵
を
描
く
、
作
品
発
表
ほ
か

往
信
用
裏
面
に
住
所
、
氏
名
、
年
▽
講
師
11紙
芝
居
づ
く
り
全
般
…

齢
電
話
誉
方
を
、
返
信
用
表
面
上
地
ち
づ
子
氏
（
児
童
文
化
研
究

に
住
所
、
氏
名
を
記
入
し
、
中
央
者
)
(
、
発
表
指
導
：
・
中
根
友
子
氏

公
民
館
「
初
心
者
実
用
書
道
」
係

(
r
J

っ
た
に
劇
団
代
表
）

(〒

191
日
野
本
町
7
の
5
の
23)

▽
対
象
11市
内
在
住
で
お
お
む
ね

ヘ
※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

60
歳
以
上
の
方
20
人
（
先
着
順
）
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番
号
、
大
会
名
（
ハ
イ
キ
ン
グ
）
歳
以
上
、
小
、
中
学
生
の
各
男
・
女
▽
種
目
11
一
般
男
子
(
1
部
、

2

を
、
返
信
用
表
面
に
住
所
、
氏
名
（
申
込
者
が
少
な
い
場
合
は
他
種
部
）
、
女
子
、
中
学
生
の
各
部

を
記
入
し
、
日
野
市
教
育
委
員
会
目
へ
変
更
あ
り
）
、
ダ
ブ
ル
ス
▽
費
用

1
1
1
チ
ー
ム
4
千
円
（
中

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
(
〒

191
神
明
1

▽
費
用

11500
円
（
小
、
中
学
生
200

学
生
の
部
は
無
料
）

の
12
の
1)
へ
※
申
込
多
数
の
場
円
、
ダ
ブ
ル
ス

1
千
円
）

▽
監
督
・
主
将
会
議
1110
月
5
日

合

は

抽

選

▽

申
込
み

1110
月
9
日
困
ま
で
に
同
午
後
7
時
か
ら
市
役
所
5
階
505

＠

陸

上

申

込

書

（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
、
南
会
議
室
で
（
受
け
付
け
は
午
後
6

▽
日
時
1110
月
26
日
同
午
前
8
時
平
体
育
館
に
あ
り
）

と

費

用

を

現

時

30分
か
ら
）
※
申
込
書
と
費
用

30
分
か
ら
※
予
備
日

11
月
2
日

同

金

書
留
か
小
為
替
で
三
沢
佳
紀
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

＠
硬
式
テ
ニ
ス
（
シ
ン
グ
ル
ス
）

▽
会
場
11市
民
陸
上
競
技
場

(-T191
落
川
184
の
4
)

へ

▽
費
用

11高
校
生
以
上
200
円
（
小
、
＠
ソ
フ
ト
ポ
ー
ル

▽
日
程

1111
月
2
日
回
・

3
日

中
学
生
は
無
料
）
▽
日
程

1
1
1
1
月
2

日

S
3
0日
の
毎
⑲
•
9

日
仰
・1
6日
⑲
※
予
備
日

▽
申
込
み

1
1
9
月
26
日
画
ま
で
に
週
日
曜
日
（
予
定
）

23
日
同

費
用
を
添
え
て
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

▽
会
場
11杉
野
学
園
百
草
グ
ラ
ウ

▽
会
場
11多
摩
平
第
一
公
園
テ
ニ

ヘ

※

郵

送

は

同

大

会

事

務

局

（

〒

ン

ド

ほ

か

ス

コ

ー

ト

ほ

か

191
南
平
9
の
27
の
10堀
江
方
）
へ

＠
卓
球

▽
日
時
1110
月
26
日
回
午
前

9
時

か
ら

▽
会
場
II
南
平
体
育
館

▽
種
目

11
初
心
者
（
連
盟
で
判

定
）
、
一
般
、

40
歳
代
、

50
歳
代
、

60

市民体育
大’=-会
参加者を募集

陶芸入門教室日程表

一

•

• 

1

,
1
'
,
、

ー

9

9

 

，
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心理学講座日程表 （表 1)

（表 2)

ランプシェードの作成①

ランプシェードの作成②

ー

~

i

＾
平
襄
奎
蕎
匡
蚕
塩Z

匡

④
心
理
学
講
座
「
家
族
と
は
…
」

家
庭
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
の

変
化
が
家
族
の
関
係
を
変
え
つ
つ

あ
る
今
、
ユ
ン
グ
心
理
学
の
立
場

か
ら
家
族
と
は
何
か
を
探
り
、
新

た
な
自
分
を
見
つ
め
て
い
き
ま
す
。

▽
日
程
・
内
容
11表
1
の
と
お
り

▽
時
間
11午
後
7
時
S
9時

▽
会
場
11中
央
公
民
館

▽
講
師
11早
乙
女
紀
代
美
氏
（
東

京
ユ
ン
グ
研
究
会）

▽
対
象
11市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
者

30
人
（
先
着
順
）

※
申
し
込
み
を
。

唖
移
動
公
民
館
「
陶
芸
入
門
教
室
」

初
心
者
を
対
象
に
、
陶
芸
の
基

本
的
な
技
術
を
学
ぶ
講
座
で
す
。

▽
日
程
・
内
容
11表
2
の
と
お
り

▽
時
間
11午
後
6
時

30
分
S
8時

30分
▽
会
場
11五
小
図
工
室
1
※
車
で

の
来
場
は
ご
遠
慮
を

▽
講
師
11北
野
義
昭
氏
（
五
小
教

諭）▽
対
象
11市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

で
陶
芸
の
初
心
者
36
人
（
先
着
順
）

▽
費
用
1
1
6千
円
（
材
料
費）

み
ん
な
で
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
催
し
を

10月
10日
の
体
育
の

日
に
市
民
陸
上
競
技
場
で
行
い
ま
す
。
詳
細
は
本
紙
10月
1
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
問
合
せ
先
1
1
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
6
内
綜

541

中
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は

6
8
1
.
7
5
8
0
ヘ

▽
種
目
11
一
般
男
子

(
A
.
B
.

C
.
D
)
、
一
般
女
子

(
A
.
B
)
、

高
校
男
・
女
、
中
学
男
・
女
、
小

学
男
・
女
、
壮
年
男
子
(
4
5
歳
以

上）▽
費
用
1
1
1
千
円

▽
申
込
み

1
1
9
月
18
日
困
午
後

1

時
S
5時、

19
日
画
午
後
3
時
S

7
時
に
市
役
所
5
階
506
会
議
室
へ

••••••••••••••••••••••••••••••••• 
以
上
▽
問
合
せ
先
11
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
6
内
線
543
（
土
曜
・
日
曜

日
、
祝
日
を
除
く
）

※
他
の
競
技
は
随
時
、
広
報
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

つ
ど
い
日
程
表

ウオーキング教室、健康体操、
和太鼓演奏・体験、レクリエー
ションほか

健康体操、レクリエーション
けん玉全日本チャンピオン演技、
けん王体験ほか

▽
持
ち
物
11ノ
ー
ト
、
鉛
筆
、
絵

S
8時
30分

の
具
、
パ
レ
ッ
ト
、
絵
筆
、
布
切
▽
会
場
11三
中
図
書
室
※
車
で
の

れ
、
エ
プ
ロ
ン
来
場
は

~
J遠
慮
を

※

申

し

込

み

を

。

▽

講

師

11漆
原
智
良
氏
（
児
童
文

全
移
動
公
民
館
「
童
話
の
つ
く
り
学
者
）

方
教
室
」

▽
対
象
11市
内
在
住
・
在
勤
・
在

童
話
の
読
み
方
、
書
き
方
に
つ
学
者
25
人
（
先
着
順
）

い
て
基
礎
か
ら
学
ぴ
ま
す
。
※
申
し
込
み
を
。
申
込
多
数
の
場

▽
日
時
1
1
9
月
30
日
S
1
1
月
18
日

合

は

三
中

・
三
沢
中
地
区
の
方
を

の
毎
週
火
曜
日
午
後
6
時

30
分

優

先

。

・ヽヽ
・ヽ
・ヽ
・ヽ
・ヽ
・ヽ
・ヽ
・ヽ
・ヽ
‘ヽ
‘ヽ
‘ヽ
‘ヽ
・ヽ
‘ヽ
‘ヽ
‘ヽ
‘ヽ
｀ヽ
‘ヽ
・ヽ
・ヽ
・ヽ
・ヽ
・ヽ
‘

こ
の
つ
ど
い
は
、
高
齢
者
・
子

供
・
大
人
な
ど
世
代
を
越
え
て
交

流
す
る
場
で
す
。
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

▽
日
程
・
会
場
・
内
容
11別
表
の

と
お
り

▽
時
間
11午
前

10
時

S
午
後
3
時

（
予
定
）

▽
費
用
11700
円
（
昼
食
代
）

▽
申
込
み
先
11ひ
の
社
会
教
育
セ

ン
タ
ー

(
6
8
2
.
3
1
3
6
)

▽
問
合
せ
先
11ひ
の
社
会
教
育
セ

ン
タ
ー
（
6
8
2
.
3
1
3
6
)
／
市

生
涯
学
習
課
6
内
線
532

一
南
平
高
校
水
泳
部
の
平
水
樹
さ

ん
（
新
井
在
住
）
が
、

9
月
4
日
に

市
長
を
訪
問
し
ま
し
た
（
写
真
）
。

平
さ
ん
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
200
訂
平

泳
ぎ
で
5
位
に
な
り
、
東
京
都
代

表
と
し
て
国
体
に
出
場
し
ま
す
。

国
体
で
の
活
躍
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

高

齢

者

ふ

れ

あ

い

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
つ
ど
い

↑
年
会
り

温
加
子
ど
も
会
連
合
会

（
日
子
連
）
で
は
、
創
立

30
周

年
を
記
念
し
て
「
子
ど
も
会
ま
れ

4
p

つ

り

」

を

開

催

し

ま

す

。

当

日

＿

一

周

ど

っ

は
楽
し
い
催
し
が
い
っ
ぱ
い
。
つ

気

軽

に

お

い

で

＜

誓

い

。

土

玉

子

ま

▽
日
時
1110
月
19
日
回
午
前

10

親
子
で
参
加
し
ま
せ
ん
か

時

S
午
後
3
時

▽
会
場
11日
野
中
央
公
園
※
雨

天
の
場
合
は
七
小
体
育
館

▽
内
容
11イ
ラ
イ
ラ
棒
、
人
間

ハ
ン
マ
ー
、
起
震
車
ほ
か

※
日
子
連
に
末
加
入
の
子
ど
も

会
の
参
加
も
歓
迎
し
ま
す
。

▽
問
合
せ
先
11生
涯
学
習
課
6

内
線
534

~
 

‘
 

‘f' ー

ー

¢
 

国体出場の高校生が

市長を訪問

▽
戦
争
と
い
う
日
常
世
界
の

紛
争
地
帯
を
往
く
村
田
信

一
写
真
集
講
談
社

▽
日
程
1
1
9月
29
日
回

▽
会
場
11中
央
図
書
館

※
映
写
機
は

26
日
画
午
後
5
時

ま
で
に
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
先

11
中
央
図
書
館

(
6
8
1
.
7
3
5
4
)
 

▽
人
権
と
私
た
ち
の
暮
ら
し

松
本
峰
雄
明
石
書
店

▽
ぽ
く
の
東
京
毘
虫
記
海
野

和

男

丸

善

▽
神
谷
美
恵
子
聖
な
る
声
宮

原
安
春
講
談
社

▽
筒
井
康
隆
か
く
語
り
き
筒

井
康
降
文
芸
社

▽
冬
の
保
安
官
大
沢
在
昌

角
川
書
店

▽
ロ
ル
カ
イ
ア
ン
・
ギ
ブ
ソ

ン
中
央
公
論
社

•••••••••••••••••••••••••••••• 
以
上
▽
問
合
せ
先

11中
央
図

書
館

(
6
8
1
.
7
3
5
4
)

国
の
教
育
ロ
ー
ン

年
金
教
育
資
金
貸
付

厚
生
年
金
保
険
及
ぴ
国
民
年
人
に
つ
き
、
厚
生
年
金
保
険
加

金
に

10年
以
上
加
入
し
て
い
る
入
中
の
方
は
100
万
円
以
内
、
国

方
な
ら
、
子
供
の
高
校
・
大
学
民
年
金
加
入
中
の
方
は
50
万
円

等
の
入
学
・
在
学
に
必
要
な
教
以
内

育
費
用
（
入
学
金
・
授
業
料
・
▽
融
資
利
率
11年
2
.
7
%
（5

下
宿
代
・
交
通
費
・
国
民
年
金
月

12
日
現
在
）

の
保
険
料
等
）
を
低
利
で
借
り
▽
返
済
期
間
1
1
8年
以
内
（
据

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
置
期
間
は
在
学
期
間
以
内
）

ま
た
、
こ
の
貸
付
は
、
国
民

▽
申
込
み
・
問
合
せ
先
11勁
社

金
融
公
庫
の
一
般
教
育
ロ
ー
ン
会
保
険
福
祉
協
会

(
6
0
3
.
3

と
の
併
用
も
で
き
ま
す
。

5
9
5
.
3
2
5
7
)

▽
融
資
金
額1
1
学
生
•
生
徒1

図
書
館
か
ら



6
1
3
2
0
2
7
 

5
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9
2
6
 

4
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8
2
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⑮
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⑲
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1997年（平成9年）9月15日
第927号 て^q、(8) 

市役所
代表電話

雪 85-1111

凡"nあ
ん
な
い

■動
物
愛
護
週
間
犬
・
猫
の
不

妊
．
去
勢
手
術
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

▽
不
幸
な
子
を
生
ま
せ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
▽
費
用
11
雄
…
5

千
円
、
雌
…
1
万
円
※
市
内
生
活

保
護
世
帯
の
方
は
無
料
▽
申
込
み

1
1
9
月
20
日
午
後
1
時
S
4
時
に

電
話
か
F
A
X
で
動
物
た
ち
の
会

(
6
-
F
M
8
3
.
2
9
0
8
)

へ

■歎
異
抄
を
読
む
会

▽
日
時
1
1
9
月
20
日
午
後
6
時
30

分
S

9
時
▽
会
場
11
中
央
公
民
館

▽
問
合
せ
先
11
花
岡

(
6
9
2
.
4

1
8
8
)
 

■日
野
市
高
校
問
題
連
絡
協
議
会

高
校
進
学
問
題
学
習
会

▽
日
時
1
1
9
月
20
日
午
後
1
時
30

分
S
4
時
30
分
▽
会
場
11南
平
高

校
▽
内
容
11高
校
入
試
を
考
え
る

S
悔
い
の
な
い
高
校
選
び
を
す
る

た
め
に
S
▽
費
用
11300
円
（
資
料

代
ほ
か
）
※
ど
な
た
で
も
▽
問
合

せ
先
11福
士

(
6
8
1
.
6
8
7
7
)

■日
野
市
肝
臓
病
友
の
会

肝
臓
病
「
闘
病
、
何
で
も
」
相
談

▽
日
時
1
1
9
月
21
日
午
後
1
時
か

ら
▽
会
場
11
中
央
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
11慢
性
肝
炎
か
ら
肝
が
ん

ま
で
の
治
療
・
療
養
ほ
か
※
ど
な

た
で
も
▽
問
合
せ
先
11
歌
代

(
6

.
2
4
8
0
)
 

3
 ，
 

■⑪
東
京
都
宅
地
建
物
取
引
業
協

会
無
料
不
動
産
相
談

▽
日
時
1
1
9
月
23
日
午
前

10
時

S
午
後
4
時
▽
会
場
1
1
J
R
豊
田

駅
北
ロ
ロ
ー
タ
リ
ー
▽
内
容
11
不

動
産
に
関
す
る
相
談
、
法
律
・
税

務
等
の
相
談
▽
問
合
せ
先
11
同
協

会
南
多
摩
支
部

(
6
0
4
2
3
.

7
2
.
8
6
2
0
)
 

■多
摩
更
生
園
で
運
動
会
と
デ
イ

キ
ャ
ン
プ
の
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

①
ふ
れ
あ
い
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
▽
日

時
1110
月

4
日
午
後

1
時
30
分

S

7
時
▽
会
場
11多
摩
更
生
園
前

庭
▽
内
容
11飯
ご
う
炊
さ
ん
に
よ

る
夕
食
作
り
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ

ア
ー
の
手
伝
い
②
青
空
の
下
み
ん

な
と
一
緒
の
運
動
会
▽
日
時
1110

月
5
日
午
前
10
時

S
午
後
3
時
▽

会
場
11東
芝
日
野
工
場
グ
ラ
ウ
ン

ド
※
雨
天
の
場
合
は
体
育
館
▽
内

容
11
競
技
者
の
移
動
・
食
事
介
助

▽
問
合
せ
先
11①
:
．
同
園
地
域
交

流
グ
ル
ー
プ
（
相
澤
6
9
1
.
6
8

8
5
)
、
②
…
同
園
運
動
グ
ル
ー
プ

（
山
下
6
9
1
.
6
8
8
5
)

■在
宅
で
病
気
療
養
中
の
方
を
訪

問
看
護

▽
対
象
11
病
気

・
障
害
等
で
寝
た

き
り
か
、
こ
れ
に
準
ず
る
方
で
、

掛
か
り
付
け
の
医
師
が
訪
問
看
護

を
必
要
と
認
め
た
方
▽
費
用
11
健

康
保
険
と
老
人
保
健
の
範
囲
内
▽

問
合
せ
先
11
日
野
市
医
師
会
訪
問

看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

(
6
8
7
.
8

7
2
2
/
F
M
8
7
.
9
7
5
5
午
後

4
時
以
降
）

■骨
と
健
康
の
電
話
相
談

▽
日
本
整
形
外
科
学
会
と
東
京
臨

床
整
形
外
科
医
会
で
は
、

10
月
8

日
の
「
骨
と
関
節
の
日
」
に
、
骨

と
健
康
に
つ
い
て
の
電
話
相
談
に

応
じ
ま
す
▽
相
談
電
話
番
号
・
相

談
時
間
1
1
6
0
3
.
3
8
3
9
.
5

3
6
4
ま
た
は
5
3
6
5
※
時
間

は
午
前
9
時
30
分
S
午
後
4
時
30

分
▽
問
合
せ
先
11
工
藤
整
形
外
科

(
6
9
2
.
3
3
3
3
)
 

●
パ
ザ
ー
に
物
品
提
供
を

▽
10
月
26
日
に
ひ
の
社
会
教
育
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
る
バ
ザ
ー
に
、

日
用
品
・
雑
貨
・
食
器
類
等
の
提
供

を
※
取
り
に
伺
い
ま
す
▽
問
合
せ

先
11
障
害
者
・
児
通
所
訓
練
施
設

「虹
の
家
」
（
6
8
7
.
2
9
3
7
)

■バ
ザ
ー
に
物
品
提
供
を

▽
11
月
3
日
に
落
川
遺
跡
公
園
で

行
わ
れ
る
バ
ザ
ー
に
、
家
具
類
・
電

化
製
品
を
除
く
新
品
同
様
の
物
の

提
供
を
▽
受
付
期
間
1
1
9
月
15
日

S
1
0
月

15
日
※
取
り
に
伺
い
ま

す
。
当
日
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募

集
▽
問
合
せ
先
11
障
害
者
通
所
訓

練
施
設
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
お
ち

か
わ
屋
」
(6
9
2
.
0
6
0
1
)

■ひ
の
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
か
ら

▼
中
国
語
入
門
講
座
▽
日
時
11
9

月
18
日
か
ら
毎
週
木
曜
日
午
後
7

[

zよ
eeメ
モ
暢

▽
締
め
切
り
は
、

1
日
号
が
前
月
15
日
（
必
着
）
、

15
日
号
が
前
月
末
日
（
同
）
で
す
。

[

な
お
、
締
め
切
り
日
が
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
の
場
合
は
、
そ
の
前
日
に
な
り
ま
す
。

〈

0

※
堂
印
は
市
が
行
う
十
、

■印
は
団
体
・
個
人
か
ら
の
投

K

よ
る
も
の
で
す
。

9
 ム

ー

：

⑥

X
④

Y
公
▽
A

⑥

X

I

{{
 時

S
8
時
30
分
（
全
12
回
）
▽
会
場

■気
功

ピ

ク

ス

同

好

会

難

度

別

に

山

行

。

毎

月

第

4
水
曜

11
同
セ
ン
タ
ー
南
平
館
▽
費
用
11

▽
毎
週
水
曜
日
午
後

1
時
30
分

日
午
後
7
時
S
9
時
に
八
王
子
労

2
万
2
千
680
円
▼
無
料
体
験
「
こ

S

3
時
に
八
王
子
信
用
金
庫
日
野
政
会
館
で
例
会
▽
費
用
11
入
会

ど
も
ポ
ッ
プ
ダ
ン
ス
」

▽
日
時
11

支
店
な
ど
で
▽
対
象
11中
・
高
年
金
、
月
共
に
1
千
円
▽
問
合
せ
先

9
月
19
日
午
後
4
時
30
分
S
6
時

の

方

▽

費

用

11
入
会
金

1
千

5
0
0
1
1
伊
藤

(
6
9
3
.
6
2
6
3
)

▽
対
象
11
小
3
S
小
6
▼
カ
ヌ
ー
円
、
月
3
千
円
▽
問
合
せ
先
11江
ロ

・
IJ
ラ
（
女
声
合
唱
）

ス
ク
ー
ル

▽
日
程
1
1
9
月
20
日

(
6
8
2
.
0
5
7
4
)

▽
毎
週
火
曜
日
午
前
10
時
S
正
午

S
2
1
日

(
1
泊
2
日
）
▽
会
場
11

■い
い

ぜ

る

の

会

に

本

多

公

民

館

（

国

分

寺

市

）

な

秩
父
・
長
瀞
▽
対
象
1
1
小
学
生
以
▽
毎
月
第
2
•

第
4

土
曜
日
午
後
ど
で
▽
費
用
1
1
入
会
金
l
千
円
、

上
の
方
※
初
心
者
可
▽
費
用
1
1
1
1
時
30
分
S
4
時
に
高
幡
台
小
な
月
3
千
500
円
▽
問
合
せ
先
11
小
野

万
6
千
800
円
▼
ク
リ
ス
マ
ス
に
む
ど
で
▽
内
容
11
油
絵
、
水
彩
、
デ
ッ
田

(
6
6
1
.
1
4
1
2
)

け
て
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
ラ
ン
プ
作
サ
ン
▽
費
用
11
入
会
金
、
月
共
に

■ア
ル
プ
リ
ュ
ー
ト
（
女
声
合
唱
）

ろ
う
／
．
▽
日
時
1
1
9
月
20
日
S
1
2
2
千
円
※
初
心
者
歓
迎
。
担
導
あ
▽
毎
週
金
曜
日
午
前
10
時
S
正
午

月
20
日
の
第
3
土
曜
日
午
後
1
時

り

▽

問

合

せ

先
11
内
田

(
6
9
3
．
に
指
揮
者
宅
（
南
平
8
の
12
の
28)

S
4
時
（
全
4
回）

‘▽
会
場
11
同

1
0
5
9
)

で
▽
費
用
11
入
会
金
3
千
円
、
月

セ
ン
タ
ー
南
平
館
▽
費
用
1
1
1
万

■日
野
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ク
ラ
プ

3
千
500
円
※
見
学
歓
迎
▽
問
合
せ

5
千
500
円
▼
幼
稚
園
に
つ
い
て
考
（
ソ
フ
ト
エ
ア
ロ
ピ
ク
ス
）
先
11竹
村

(
6
9
2
.
5
4
2
0
)

い
30

日
[
[
[
I
I
l
T

バ
甘
り

11

象
スポーツ

※
2
歳
児
以
上
の
保
育
あ
り

(700

入
会
金
1
千
円
、
月
2
千
円
▽
持

円
）
。
希
望
者
は
申
し
込
み
を
▼
は
ち
物
11体
操
着
、
タ
オ
ル
、
上
履
き

0
市
民
体
育
大
会
は
7
面
に
掲
載

じ
め
て
の
人
の
社
交
ダ
ン
ス

▽
日

※

見

学

歓

迎

▽
問
合
せ
先
11併
香

■市
民
ミ
ニ
テ
ニ
ス
交
流
会

時
1110
月
3
日
S
1
1
月
7
日

の

毎

賀

(
6
9
2
.
3
6
4
2
)

▽
日
時
1
1
9
月
23
日
午
前

9
時

週
火
曜
・
金
曜
日
午
後
7
時
30
分

■ギ
タ
ー
を
楽
し
む
会

S
午
後
3
時
30
分
▽
会
場
11南
平

S
9
時
（
全
10
回
）
▽
費
用
1
1
1
万

▽

10
月
6
日
か
ら
月
3
回
月
曜
日
体
育
館
▽
種
目
11
混
合
・
女
子
ダ

6
千
800
円
▼
幼
児
親
子
の
た
め
の
午
前
10
時

S
正
午
に
百
草
団
地
分
プ
ル
ス
ほ
か
※
組
み
合
わ
せ
は
当

み
ん
な
の
広
場
公
開
▼
短
期
け
ん
譲
集
会
所
な
ど
で
▽
費
用
11
月
3

日
▽
対
象
11
小
学
生
以
上
の
方
※

玉
教
室
※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を
千
円
▽
持
ち
物
11
ギ
タ
ー
、
譜
面
初
心
者
歓
迎
▽
費
用
11100
円
※
当

以
上
、
明
記
の
な
い
も
の
▽

会

台

、
足
台
※

9
月
29
日
午
前
10
時

日

徴

収

▽
持
ち
物
11
体
育
館
履

警
同
セ
ン
タ
ー
▽
問
合
せ
先

I
I
S正
午
に
同
集
会
所
で
入
会
説
明
き
、
弁
当
▽
主
催
11
日
野
市
体
育

同
セ
ン
タ
ー

(
6
8
2
.
3
1
3
6
)

会
（
定
員
10
人
）
▽
問
合
せ
先
11

担
導
委
員
会
▽
申
込
み
1
1
9
月
19

..
g
.
）

な

、

井

田

（

6
9
2
.
9
2
1
0
)

日
ま
で
に
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

(
t

密
；

”
[
い
．
日
冒

7
[
3
0

〗
汀
5
8
3
●4
5
5
[
[

■生
き
活
き
ふ
れ
あ
い
ク
ラ
プ

S

9
時
に
東
部
会
館
な
ど
で
▽
内

0
中
学
校
体
育
施
設
開
放

▽
毎
週
火
曜
・
木
曜
・
土
曜
日
午
後
容
11
歩
く
速
さ
で
無
理
し
な
い
エ

10
月
分
利
用
抽
選
会

1
時
S
5
時
と
毎
月
第
2
日
曜
日
ア
ロ
ビ
ク
ス
▽
費
用
11
月
3
千
500

▽
日
時
1
1
9
月
18
日
①
体
育
館
…

午
前
11
時

S
午
後
5
時
に
同
会
事
円
▽
持
ち
物
11
バ
ス
タ
オ
ル
、
運
午
後
2
時
②
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
…
3

務
局
（
多
摩
乎
3
の
14
の
23)
で
動
靴
※
体
験
入
会
歓
迎
▽
問
合
せ
時
③
校
庭
…
4
時
④
ナ
イ
タ
ー

▽
内
容
11
な
か
ま
作
り
、
旅
行
ほ
先
11
植
田

(
6
9
1
.
3
0
4
1
午
後
（
二
中
、
七
生
中
、
三
中
、
四
中
）

か
▽
対
象
1145
歳
以
上
で
独
身
の

1
時

以

降

）

…

6
時
▽
会
場
11
市
役
所
5
階
505

方
▽
費
用
11
月
1
千
500
円
▽
問
合

■ハ
イ

キ

ン

グ

ク

ラ

プ

四

季

会

議
室
▽
資
格
11
各
登
録
団
体
の

せ
先
11
上
里

(
6
8
2
.
3
1
0
9
)

▽
高
尾
山
か
ら
北
ア
ル
プ
ス
ま
で
構
成
員
で
団
体
証
を
持
参
し
た
高

校
生
以
上
の
方
▽
問
合
せ
先
11
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
6
内
線
542

■ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
中
級
者
講
習
会

▽
日
時
1110
月

9
日
午
前

9
時

S
午
後
5
時
▽
会
場
11
旭
が
丘
中

央
公
園
プ
ニ
ス
コ
ー
ト
▽
費
用
11

300
円
（
コ
ー
ト
代
、
保
険
料
）
▽
申

込
み
11
当
日
会
場
で
▽
問
合
せ
先

11花
岡

(
f
t
8
4
.
1
1
2
6
夜
間
）

瀑

も
ょ
お
レ

■明
彩
会
「
水
曜
会
」

ア
ク
リ
ル
画
作
品
展

▽
日
時
1
1
9
月
16日
S
2
1
日
午
前

10
時

S
午
後
5
時
30
分

(21
日
は

午
後
5
時
ま
で
）
▽
会
場
11
と
よ

だ
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
▽
問
合
せ
先

11
田
中

(
6
8
1
.
3
6
0
6
)

■秋
の
虫
の
王
「
カ
ン
タ
ン
」
の

音
を
聴
く
タ
ベ

▽
日
時
1
1
9
月
1
7
日
午
後
7
時
か

ら
※
雨
天
中
止
▽
会
場
11
み
は
ら

し
公
園
（
南
平
二
丁
目
）

▽
問
合

せ
先
11
山
田

(
6
9
3
.
0
2
7
4
)

■多
摩
川
石
遊
会
「
石
展
」

▽
日
時
1
1
9
月
20
日
・

21
日
午
前

10
時

S
午
後
4
時
▽
会
場
11
羽
田

ヒ
ュ
ー
ム
管
跨
2
階
食
堂
▽
内
容

11
地
元
多
摩
川
石
の
展
示
▽
問
合

せ
先
11矢
島
(6
8
3
.
4
8
6
9
)

■保
育
園
父
母
連
・
保
問
協

保
育
問
題
講
演
会

▽
日
時
1
1
9
月
21
日
午
後
1
時
か

ら
▽
会
場
11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ

ー
▽
内
容
11
児
童
福
祉
法
「
改
正
」

で
日
野
の
保
育
は
ど
う
変
わ
る
か

▽
講
師
11
逆
井
直
紀
氏
（
保
育
研

究
所
所
員
）
▽
費
用
11500
円
（
資

料
代
）
▽
問
合
せ
先
11
山
田

(
6

.
0
3
6
3
-

ー

，
 

■小
林
研
一
郎
指
揮
、
総
勢
150
人

の
男
声
合
唱
「
月
光
と
ピ
エ
ロ
」

▽
日
時
1
1
9
月
21
日
午
後
2
時
か

ら
▽
会
場
11
ア
ミ
ュ
ー
た
ち
か
わ

大
ホ
ー
ル
（
立
川
市
）
▽
費
用
11

1
千
円
▽
問
合
せ
先
11
市
原

(
6

•8119) 3
 

8
 ■彫

刻
造
形
展
ひ
の

97

▽
日
時
1
1
9
月
23
日
S
2
8
日
午
前

9
時

S
午
後
6
時

(23
日
は
正
午

か
ら
）

▽
会
場
11市
民
会
館
展
示

室
▽
問
合
せ
先
11
同
実
行
委
員
事

務
局
（
伊
東
6
8
3
.
9
4
9
0
)

■障
害
児
通
所
訓
練
施
設

「
ひ
ろ
ば
サ
ラ
イ
」
自
主
パ
ザ
ー

▽
日
時
1
1
9
月
23
日
午
前
10
時
30

分

S
午
後
3
時
▽
会
場
11
ひ
の
社

会
教
育
セ
ン
タ
ー
▽
内
容
11
衣

類
、
雑
貨
ほ
か
▽
問
合
せ
先
11
同

施
設

(
6
8
5
.
6
6
0
1
昼
間
）

■日
野
子
ど
も
劇
場
「
幼
児

S
低

学
年
鑑
賞
例
会
」

▽
日
時
1
1
9
月
26
日
午
後
6
時
30

分
か
ら
▽
会
場
11
市
民
会
館
大
ホ

ー
ル
▽
内
容
11前
進
座
公
演
「
ト

ガ
リ
山
の
ぼ
う
け
ん
」

S
生
き
も

の
た
ち
の
森

S
※
4
歳
以
上
の
会

員
制
の
会
。
費
用
は
問
い
合
わ
せ

を
▽
問
合
せ
先
11
同
劇
場

(
6

.
5
1
3
6
)
 

ー

，
 

■草
木
を
訪
ね
る
会

▽
日
程
11
9
月
26
日
※
小
雨
実

施
。
午
前
10
時
に
高
尾
山
か
す
み

台
に
集
合
▽
定
員
1115
人
▽
費
用

11200
円
▽
持
ち
物
11
昼
食
、
水
筒
、

雨
具
▽
申
込
み
先
11
佐
藤
(
6
8
3
.

0
2
7
9
)
 

■良
峰
会
15
周
年
記
念
発
表
会

▽
日
時
1
1
9
月
28
日
午
前

10
時

S
午
後
5
時
▽
会
場
11
七
生
公
会

堂
※
小
杉
真
貴
子
、
藤
山
進
ほ
か

ゲ
ス
ト
出
演
あ
り
▽
問
合
せ
先
＂
＂

長
谷
川

(
6
9
2
.
6
1
2
1
)

■見
え
る
水
と
見
え
な
い
水

S
地

域
の
水
環
境
を
考
え
る

▽
日
時
1
1
9
月
28
日
午
前

10
時

S
午
後
5
時
※
一
番
橋
南
詰
に
集

合
▽
コ
ー
ス
11
一
番
橋

S
浅
川
苑

S
向
島
用
水
▽
費
用
11500
円
（
資

料
代
）
▽
持
ち
物
11
昼
食
▽
問
合

せ
先

11
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ

ム
・
ひ
の
（
中
尾
6
9
3
.
8
7
9
7
)

■東
部
ふ
れ
あ
い
寄
席

▽
口
時
1
1
9
月
28
日
午
後
2
時
か

ら
▽
会
場
11東
部
会
館
※
東
家
夢

助
ゲ
ス
ト
出
演
あ
り
▽
問
合
せ
先

11
日
野
古
典
芸
能
を
楽
し
む
会

（
片
山
6
8
4
.
9
9
1
6
)

■日
野
市
少
年
へ
ら
鮒
釣
り
大
会

▽
日
時
1
1
9
月
28
日
午
前

7
時

S
正
午
※
多
摩
テ
ッ
ク
正
門
前
に

集
合
。
雨
天
実
施
▽
会
場
11
淡
水

へ
ら
鮒
会
養
成
池
▽
対
象
11
小
5

S
中
3
先
着
30
人
▽
持
ち
物
11
へ

ら
鮒
釣
り
道
具
、
昼
食
▽
申
込
み

先
11
田
村
(
6
8
1
.
8
7
2
8
)

■日
野
の
歴
史
と
地
理
を
学
ぶ
会

講
演
会
「
地
域
に
根
ざ
す
歴
史
」

▽
日
時
1
1
9
月
28
日
午
後
1
時
30

分
S
4
時
▽
会
場
U
生
活

・
保
健

セ
ン
タ
ー
▽
講
師
11小
松
良
郎
氏

（
元
都
立
商
科
短
大
教
授
）
▽
費

用
11300
円
▽
問
合
せ
先
11
松
尾

(
6
9
1
.
2
5
6
6
)
 

■シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
に
よ
る
版

画
展

▽
日
時
1
1
9
月
30
日
S
1
0
月
5
日

午
前
10
時

S
午
後
6
時

(
5
日
は

午
後
5
時
ま
で
）
▽
会
場
11
と
よ

だ
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
▽
問
合
せ
先

11
ス
ク
リ
ー
ン
プ
リ
ン
ト
の
会

（
石
塚
6
8
2
.
0
0
1
8
)

■M
O
A
美
術
館
日
野
児
童
作
品

展▽
日
時
1110
月
1
日
・

2
日
午
前

10
時

S
午
後
5
時
▽
会
場
11市
民

会
館
展
杢
室
▽
問
合
せ
先
11
同
作

品
展
実
行
委
員
会
（
岡
積
6
8
3
.

6
5
8
1
)
 

■気
功
と
軽
体
操
講
習
会

▽
日
時
1110
月
2
日
・

9
日
午
後

1
時
30
分
S
3
時
30
分
▽
会
場
11

生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
▽
対
象

lI

中
・
高
年
の
方
▽
費
用
1
1
1
回
500

円
▽
持
ち
物
11
バ
ス
タ
オ
ル
▽
問

合
せ
先
11
南
雲

(
6
9
1
.
7
2
6

3
)
 

臣せつ

■目
か
ら
ウ
ロ
コ
の
拐
泄
セ
ミ
ナ

1

失
禁
な
ん
て
怖
く
な
い
／

▽
日
時
1110
月
4
日
午
後

2
時

S
4
時
30
分
▽
会
場
11
生
活
・
保

健
セ
ン
タ
ー
▽
内
容
11
正
し
い
排

泄
・
失
禁
の
ケ
ア
方
法
、
排
泄
何

で
も
相
談
▽
定
員
11100
人
▽
問
合

せ
先
11地
域
福
祉
カ
フ
ェ
テ
リ
ア

(
6
8
7
.
5
6
6
0
)
 

■「お
て
ん
と
う
さ
ま
が
ほ
し
い
』

上
映
会
と
集
い

▽
日
時
1110
月
4
日
午
後
1
時
30

分
S
4
時
▽
会
場
11中
央
福
祉
セ

ン
タ
ー
▽
内
容
11痴
ほ
う
の
妻
と

共
に
生
き
る
日
常
や
思
い
が
つ
づ

訂

ら
れ
た
映
画
▽
費
用
11300
円
※
ど

な
た
で
も
▽
問
合
せ
先
11鈴
の
会

（
大
塚
6
9
2
.
6
1
1
7
夜
間
）

■日
野
市
国
際
交
流
協
会
か
ら

ヱ
講
演
会
「
韓
国
人
留
学
生
の
見

た
夏
目
漱
石
」
▽
日
時
1110
月
5

日
午
後
2
時
S

4
時
▽
会
場
11中

央
福
祉
セ
ン
タ
ー
▼
体
験
バ
ス
ツ

ア
ー
▽
日
時
1110
月
12
日
午
前
8

時

S
午
後
5
時
30
分
※
日
野
市
役

所
前
に
集
合
▽
内
容
11
立
川
防
災

館
で
地
震
・
煙
体
験
、
ふ
る
さ
と
エ

房
（
あ
き
る
野
市
）
で
紙
す
き
体
験

▽
対
象
11市
内
在
住
の
外
国
人
先

着
30
人
▽
費
用
1
1
1
千
円
※
お
近

く
の
外
国
人
の
方
に
お
知
ら
せ
を

以
上
▽
申
込
み
1
1
9
月
30
日
ま

で
に
日
野
市
国
際
交
流
協
会

(
6

8
6
.
9
5
1
1
)

へ

■カ
サ
ナ
グ
の
会

英
語
で
話
そ
う
、
楽
し
も
う
／
．

▽
日
時
1110
月
上
句
か
ら
毎
週
士

曜
日
午
後
4
時
30
分
S
6
時
▽
会

場
11-
―
―
多
摩
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
資
料

セ
ン
タ
ー
（
多
摩
乎
1
の
5
の
12

タ
カ
ラ
豊
田
ホ
ー
ム
ズ
601)
▽
内

容
11外
国
人
と
英
語
で
い
ろ
い
ろ

な
話
題
を
話
し
合
っ
▽
費
用
11
月

7
千
円
▽
問
合
せ
先
11同
セ
ン
タ

ー

(
6
8
4
.
6
8
8
8
昼
問
）

■山
野
草
ク
ッ
キ
ン
グ

▽
日
時
1110
月
15
日
午
前
9
時
30

分
S
午
後
2
時
▽
会
場
11多
摩
テ

ッ
ク
内
特
設
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
会
場

▽
講
師
11篠
原
準
八
氏
（
山
菜
研

究
家
）
▽
定
員
11100
人
▽
申
込
み

1110
月
1
日
ま
で
に
ハ
ガ
キ
で
。

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電

話
番
号
、
教
室
名
を
記
入
し
、
日

野
郵
便
局
保
険
課
(
〒

191
宮
3456

8
1
.
3
0
5
8
)
へ
※
申
込
多
数

の
場
合
は
抽
選Eu,

！
 正

本
紙
9
月
1
日
号
8
面
の
「
カ

ラ
オ
ケ
大
会
出
場
者
と
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
出
店
を
募
集
」
の
記
事

で
、
会
場
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

正
し
く
は
八
王
子
信
用
金
庫
日
野

本
町
支
店
駐
車
場
で
す
。


